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例 言

．本書

る。

平成

は千

発掘

年

在す

文化

る遺

財調

葉市若葉区多部田町

調査は平和公園整備

度以降は（財）千葉

地

事

市

内に

業に

教育

跡全体を、平和公園

査協会の年報におい

遺

て

跡群

使用

所在する、多部田貝

伴うもので、平成

振興財団埋蔵文化財

塚・

年度

調査

貝殻

まで

セン

と総称している。平

されており、それ以

和公

前に

園遺

つい

塚遺跡・ムグリ遺跡

は（財）千葉市文化

ターが継続して行っ

の発

財調

てい

掘調

査協

る。

跡群という名称は、

ては多部田町遺跡群

平成

とい

年

う名

査報告書であ

会が実施し、

事業地内に所

度より千葉市

称を用いてい

．

た。

発掘

多部

平

多部

今後

調査

田遺

成元

田貝

平成

平成

は混乱を避ける為に

の期間・面積・担当

跡（多部田貝塚と貝

年 月 日 平成

塚

年 月 日 平成

年 月 日 平成

も

者

殻

年

平

は次

塚遺

月

年 月

年 月

和公園遺跡群 を正

の通りである。

跡を併せた当時の呼

日 確認調査 対

日 本調査 対

日 本調査 対

式な

称）

象

名称

象

象

として使用する。

村田六

飛田正

白根義

郎太

美

久

平

平

貝殻

平

平

成

成

塚遺

成

成

ムグリ遺

平

平

成

成

年 月 日 平成

年 月 日 平成

跡

年 月 日 平成

年 月 日 平成

年

年

年

年

月

月

月

月

跡

年 月 日 平成

年 月 日 平成

年

年

月

月

日 本調査 対

日 本調査 対

日 本調査 対

日 本調査 対

象

象

象

象

日 確認調査 対

日 本調査 対

象

象

白根義

山下亮

白根義

山下亮

久・

介

久

介

鶴岡

山下亮

山下亮

介

介

英一

．

．

．

整理

本書

航空

構写

作業

の図

写真

真は

．

．

．

遺物の写

出土

ムグ

遺物

リ遺

及び本書の作成は、

版作成・編集作業及

撮影は沢本吉則写真

フィルムスキャナ

真は整理担当者がデ

及び調査記録は、す

跡出土の製鉄関連遺

平

び

事

（

成

執筆

務所

ジタル

べ

物

て埋

の分

年 月 日 平成

は、田中と中山とが

に委託した。遺構の

カメラ（

蔵文化財調査センタ

析は、川鉄テクノリ

年

共同

写真

月

で行

は発

）

）で撮影

ーに

サー

収蔵

チ株

日に行い、田中英世

った。

掘調査担当者が撮影

で取り込んだデータ

した。

保管している。

式会社に委託した。

・中

した

を

山貴

。航

使用

正が担当した。

空写真及び遺

した。

発

表し

掘調

たい

査の実施から報告書

。千葉県教育庁生涯

刊

学

行に

習部

至るまで、下記の諸

文化財課、千葉市教

機関

育委

・諸

員会

氏のご協力を賜った

文化課、千葉市加曽

。こ

利貝

こに

塚博

記して謝意を

物館



凡 例

．

．

本書

本書

構名

で掲

での

をそ

帰属

各遺

時代

構の．

載した遺構図等の方

遺構表示は、竪穴住

のまま表記した。遺

位

居

構

は、

跡

番号

等は各遺跡の第 節

調査区内における位

に一

置

覧と

は，

座標北である。第

、土壙 、溝跡

については、基本的

図の

に発

公共

掘調

して示している。

小グリッドを基本として示し

座標の基準は、日本

を基本とし、それ以

査時に使用した番号

測地

外の

を踏

系に

遺構

襲し

ている。複数グリッドにかか

基づいている。

については遺

ており、その

る場合は，面

．

積を

掲載

にス

て竪

跡

最も

した

ケー

穴住

と

の遺構に

応じて縮

多く占めているグリ

各遺構図の縮尺率は

ルで示したが、原則

居跡・土壙 、竈

している。またそれ

ついては、規模の大

尺率を変えており、

ッ

各

と

・

以

ドで

図

し

炉

外

小に

各図

表している。

に表

い。

ント

以外

いる

示し

なお

ーン

につ

。

．古代住居

の表

ある

現に

。

たスケールを参照さ

遺物実測図中のスク

は右図を基本とし、

いては各図中に表記

れ

リ

そ

し

た

ー

れ

て

跡の遺構図・遺物実

ついては、右図の通

測図

りで

．

．

縄文

長軸

各遺

焼土

時代

の振

構の

、

含む、空

ど）

掲載

は備

した．

の住居跡の規模につ

れの角度を表してい

土層説明は記号化

は粘土、 は

い

る

して

山砂

ては

。

おり

をそ

欄は含まないことを

考に示している。

各遺物実測図の縮尺

意味す

率は図

、楕円形の長軸と短

、 はローム粒、

れぞれ表し、含有量

る。なおその他の含

中にスケールで示し

軸と

は

の長

は

有物や、

ており、

さを表記している。

ロームブロック、

多く含む、 普

各層の特性（例えば

原則として とし

主軸

通

方向

は炭

に含

炉・焼土

た。縄文

については、

化物、 は

む、 少し

や竈構築材な

土器の拓影図

．

．

は

を参

遺物

遺物

と

照さ

観察

実測

物観察表

縄文

掲載

時代

して

．

し、それ以外の石製

れたい。

表の中の数値で（

図中の口縁部をつな

品・

）

ぐ

土製

は復

線が

の法量の口径が（

の石器・土製品は，

いない。第 表・第

）復元

残存度

表で

品等は形状等に応じ

元推定値を、数字の

一部空白になってい

て

後に

るも

縮尺

続く

のは

推定値になっている

以上の個体につい

図版・遺物番号

ものと一

て

の空

実測

欄の

率を変えており、各

は残存する長さを

、復元実測を行って

図に

それ

いる

表示

ぞれ

もの

致する。

・計測を行ったが、

ものは，計測値のみ

紙面

掲載

の関

して

したスケール

表している。

で、それは遺

係上すべては

ある個体であ

．

る。

第

それ

章第

はそ

節は、川鉄テクノ

の節内においてのみ

リ

対

サー

応す

チ株式会社による原

る。

稿で、各種の 表・写真・図 が用いられているが、
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第

第

千

章

節

葉市平和

初の

ても

建設

、多

予定

部田

平和公園遺

調査に至る経緯

公園は若葉区多部田

跡

町

群

に所

地周辺には多くの遺

貝塚及び周辺の古墳

跡

群

の存

が地

の概要

在する。昭和 年に建設が始

在が古くより知られ

名表に記載され、昭

てお

和

り、

年に

まり、現在も拡張計画が進行

昭和 年に刊行され

刊行された 千葉県

た

石器

千葉

時代

している。当

市誌 におい

遺跡地名表

でも

加曽

拡充

市文

い、

、多

利貝

計画

化財

貝殻

部田

塚博

に先

調査

塚遺

たに

は平

発見され

成元年に

貝塚及びうならすず

物館がその調査（昭

行して埋蔵文化財の

協会が継続して行っ

跡と併せて平成 年

たもので、平成 年

確認調査を行い、平

遺

和

確

て

か

跡が

年

認調

きた

ら平

に確認

成 年

登録されている。昭

月）と隣接地の調

査及び本調査を千葉

。西側拡張部分にあ

成 年にかけて本調

調査を実施し平成

から平成 年にかけ

和

査

市教

たる

査を

年の

（昭和

育委

多部

実施

年に工事

て本調査

造成工事の際に、円

年 月）を実施し

員会が実施し、昭和

田貝塚については平

した。ムグリ遺跡に

部分の本調査を実施

を実施した。東側拡

墳

た。

年

成元

つい

基が

これ

以降

年に

ては

した。う

張部分に

削平を受け、

以降、公園の

は（財）千葉

確認調査を行

平成元年に新

ならすず遺跡

は昭和 年・

年

たが

古墳

確認

第

の千

、全

につ

の試

表

葉市

体を

いて

掘調

平和
遺

田貝

跡

塚多部

内全域に亘る分布調

木戸作遺跡とし平成

は保存が計られ昭和

査を行い、平成 年

公園遺跡群関係文献

査

・

一

によ

年・

年に

年

覧表
名 著

大塚考古
千葉県多部田

第
貝塚

書
集
出土

り、木戸作遺跡・内

年に確認調査を、

測量調査を実施、多

には重要遺跡として

野北

平成

部田

一部

遺跡

年

貝塚

本調

名

昭和遺物遺体

調 査 年

年度

・内野遺跡・上の台

から本調査を実施し

の貝層部分について

査を行い、保存の計

古墳

て

も昭

画が

群が

いる

和

進め

度 報 告 年

昭和 年度

度

確認されてい
（注）。公園内の

年に貝層範囲

られている。

著 者 名

前田 潮

多部

内野
平和
平和
内野
木戸

田貝

古墳
公園
公園
古墳
作遺

塚

群
内
内
群
跡

多部
うな
田貝塚
らすず遺

千葉県石器
千葉県の石器
千葉市史 史

地点 千葉市文化
地点 千葉市多部田

構確認予備調
千葉市文化財
千葉市多部田

跡 千葉市うならすず

時代
時代
料編
財調
町
査報
調査

遺跡
文化

査報
千葉
告
協会

貝塚
遺跡─平成

地名表

原始中世古代 昭和
告 第 集
市平和公園内遺 昭和

年報 ・ 平成
平成

年度調査─ 平成

年度

・ ・

・ 年
・ 年
年度

昭和 年度

昭和 年度

年度 昭和 年度

度 平成 ・
度 平成 年度

平成 年度

年度

伊藤和夫

薬師寺崇
寺沢 薫

山下亮介
佐藤順一
長原 亘

未報

昭

子・

告

告分

和

鉄鏃

第

の

年度

を検

集で

いて

う呼

お

実施され

称を

平和

用い

公園

調査の概要

の加曽利貝塚博物館

出している。千葉市

報告されいている

に

教

・

よる

育委

地点

ている。また昭和

ており、千葉県教育

遺跡群 で報告す

年

委

る

員会

うな

緊急調査では、 基

員会の平和公園に対

の他にも、昭和

の古

す

年度

墳の

る予

に

年度の 年度に亘り

文化課発行の 文化

らすず遺跡の調査分

平和公園

財抄

と、

報

今報

組合式箱形石棺から

備調査は、第 表の

・ 地点、昭和 年

複数

千

度に

の人

葉市

は

内を調査し、その際

（昭和 年度）

告分については省略

には 内

に記

して

載さ

ある

骨と直刀・刀

文化財調査報

・ 地点につ

野遺跡 とい

れている。な

ので、各報告

書の

（注

例

）

平

言

和公

を参照されたい。

を対象とした本調査

園遺跡群 に報告予

が実

定で

施さ

ある

れており、詳細につい

。

ては 埋蔵文化財調査センター年報 及び 千葉市



 

　第１図　周辺の遺跡（S=1/25,000） 
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第 節 遺跡群の位置と歴史的・地理的環境

平

南岸

形は

から

和公

、多

失わ

のび

園遺

部田

れて

る小

かに

前後

標高

であ

が高

り、

跡群は、千葉市のほ

支谷に西側を画され

いるが、開発以前の

支谷によって中央部

ぼ

た

昭

を

中央

舌状

和

分断

くなり、最も高いと

台地状との比高差は

ころで

部に位置し、市内を

の台地上に立地する

年度の都市計画図（

されている状況が理

東西

。現

第

解で

に流

在で

図）

きる

は標高約 を測る

程度である。多部

。都

田支

川流

谷に

れる都川の中流域に

は平和公園として開

を見ると、現在の平

。地形的には北から

所在

発整

和公

南へ

して

備さ

園内

行く

域の水田及び多部田

面する斜面は急傾斜

支

で、

谷の

北東

いる。都川の

れ、旧来の地

には北の都川

に従って緩や

水田は標高

側の都川に面

する

田貝

旧石

地

縄文

傾斜

塚・

器時

点確

時代

は幾

ムグ

代

認し

大

曽利

ると

式・安

いう傾向

分緩やかとなる。以

リ遺跡・木戸作遺跡

現在のところ旧石器

ている。ブロックは

局的にみると、多部

行式）の遺物が主体

が認められる。貝殻

下

・

時

い

田

、平

内野

代の

ずれ

貝塚

となり

塚遺跡

和公園内とそれに隣

古墳群をまとめた平

遺物を出土した遺跡

も標高 前後の緩

は中期（加曽利 式

、貝塚から北側の貝

では住居跡は中期が

接し

和公

とし

やか

）

て所

園遺

ては

な傾

の遺

殻塚遺跡

軒と少

在するうならすず遺

跡群の概要について

、うならすず遺跡が

斜をもつ平坦面に位

構・遺物が認められ

へ行くに従って中期

なく、遺構外の遺物

跡・

記す

ある

置す

るも

貝殻

。

。石

る。

のの

の遺構・

としては

塚遺跡・多部

器ブロックを

後期後半（加

遺物が多くな

中期の阿玉台

式と

式

期（

のよ

看取

加曽

）を

堀之

うに

出来

利

主体

内式

平和

る。

弥生

古代

多部

時代 木

（古

田貝

墳

塚・

式が大半を占めてい

とした住居跡が多く

）を主体とする遺構

公園遺跡群内におい

る

認

群

て

。ま

めら

が多

は縄

戸作遺跡については

平安時代） 古墳時

貝殻塚遺跡を中心と

弥生時

代

し

の住

た平

たそこから北側にや

れる。さらに北に位

くなる。木戸作遺跡

文中期から後期にか

や標

置す

では

けて

高の

る平

土壙

の集

代後期の住居跡が

居跡は、うならすず

和公園西側の地域に

軒確認さ

遺跡

集落

にお

が形

下がったうならすず

成 年度調査区の方

基・住居跡 軒

落は地点を変えつつ

遺跡

へ行

が確

、存

では

くに

認さ

続し

れており、集落の存

いて前期より出現し

成される。また同時

在が予測

てお

期の

り、

古墳

中期（加曽利

したがい、後

れている。こ

ていた状況が

される。

後期に至って、

が現在のとこ

ろ

れて

地域

平安

基知

いた

に集

時代

られ

と思

中し

にか

製鉄

中世

多部

関連の遺

遺

田塚

跡群

群と

ている。うち 基は

われる。奈良・平安

てゆく傾向がある。

けては大きな断絶は

前

時

た

な

方後

代の

だ、

く、

構・遺物が認められ

の同一台地上の都川

認知された一群が存

、集落

寄

在

りの

する

円墳であり、消滅し

集落は、多部田貝塚

うならすず遺跡にお

継続的に住居は構築

たも

・貝

いて

され

のを

殻塚

も、

てい

との関係或いは、周

先端部には戦国期の

。うならすず遺跡の

辺地域と

城郭

平成

とさ

年

含めると公園内には

遺跡の北方へと移行

木戸作遺跡において

たようである。また

、多

し、

も古

ムグ

くの

うな

墳時

リ遺

の関連性が注目され

れる多部田城跡があ

度調査区では塚・土

る。

り、

壙墓

公園

・火

古墳が造成さ

らすず遺跡の

代から奈良・

跡では古代の

内にもかつて

葬墓が検出さ

れて

第

調

おり

節

査区

、そ

は公

字で

小グ

各遺

、南北方

リッ

構の

ドと

位置

の範囲については不

調査の方法

共座標をもとに

明

単

な点

位の

向は算用数字で表記

した。小グリッドは

についてはこの小グ

してい

そ

リ

の中

ッド

も多いが、今後さら

方眼を設定し、大グ

なる

リ

展開

ッド

る（第 図）。大グリ

を 四方に分割し

内の の単位を基

ッドは

、

本とし

が十分に予測され得

とした。東西方向を

る。

アルファ

さらに 単位の方眼

の記号を付け、北西

て表記し、遺構外の

に分割

部の

遺物

杭を

につ

ベットの大文

し、 の

基準とした。

いてもこの単

位に

に掲

取り

載し

上げ

てい

を行った。本報告で

る。

は遺構外に遺物については小グリッド単位の集計を行い、 第 章 第 節



第

第

立地

章

節

遺跡は

程度

平和

の緩

多部田貝塚

調査の概要

公園内の南西部に位

斜面に立地し、低地

置

と

する

の比

。貝塚は西側を都川

高差は約 を測る

か

。貝

ら南

層は

方に伸びた多部田支

、現在でもやや高ま

谷に

りを

面し

持ち

、標高は

環状に盛り上

がっ

谷に

遺跡

構・

た景

よっ

前後

を画

遺物

観を

て画

の台

する

から

の緩

で、

やかな谷

多部田貝

見せており、直径約

されている。今回報

地上の調査区となる

地形的な変化は殆ど

も共通性が指摘でき

があり、谷の東側の

塚の東側については

告

。

な

る

の

する

多部

く、

。一

台地先

平和公

規模をもつ。貝塚の

のは、貝層を取り巻

田貝塚の北側に位置

本来的には同一の遺

応東西で貝殻塚遺跡

端をもって、多部田

園の緩やかなカーブ

南

く周

する

跡と

と多

は、

辺に

貝殻

見な

部田

貝塚の北

を描き南

西側の谷から更に細

あたり、多部田支谷

塚遺跡とは西側に谷

しても差し支えはな

貝塚とを地形的に画

限とする。南限は貝

北に走る道路までと

く南

の東

を持

い。

し、

東方

側に

つ点

検出

南へ

塚南側の

する。本

向へと伸びる

位置する標高

で共通し、

されている遺

と伸びる傾斜

谷の先端付近

報告で扱う調

査区

調査

多

年

節

はい

履歴

部田

度に

調査

ずれ

貝塚

行わ

に至

って

検出

平

いるもの

遺構

成

・

年度

も殆ど比高差のない

の発掘調査について

れた調査についてで

る経緯 にまとめて

平

は

あ

あ

坦な

、多

るが

るの

あり、下の一覧表に

遺物の概要

から平成 年度にか

調査年

けての

地形である。

年度に亘って実施さ

、それ以前・以後に

で参照されたい。掲

れて

も発

載し

いる

掘調

てい

度を明記した。

発掘調査では合計

。本報告で扱うのは

査は実施されており

る遺構についても中

、平

、詳

には

成

細は

複数

を対象とし、縄文時代中・後

年度から平成

第 章第

年度にまたが

期の住居跡

軒、

縄文

グリ

があ

土壙

時代

ッド

るに

基

の住

内の

過ぎ

標

第
住居

準土層は

表
跡

遺構

、古墳時代の住居跡

居跡は貝塚付近に高

覆土中から検

ない。中・近世と特

い

出

定

軒、

密度

され

出来

層暗褐色土（表土

一覧表

）・

土壙 基、時期不明

で位置している。ま

た常滑甕片、近世陶

る遺構の検出もなく

層暗褐色土・ 層褐

土壙

の土

た調

器と

、全

壙

査区

して

体と

色土（ソ

基、竪穴状遺構 基

全域で見ると、中世

は グリッド

して不明な点が多い

フトローム）である

、溝

陶

出土

。

跡

器と

の志

。

条を検出した。

しては

野焼碗の破片

遺構名 時期
縄文
古代
縄文
縄文
古代
古代
縄文
縄文
縄文
縄文
縄文
縄文
縄文

調査年度 遺構
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度

図版

平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度

遺物図版

竪穴
・
状遺

遺

・
構
遺

・
住居
溝跡

号

跡・土壙

遺

構名 調査
平成
平成
平成
平成

備考
・ ・ ・ は

構名 調査

年度
年度
年度
年度
年度

欠番

年度
号 平成

備考
から変更しているものも

構名 調査

年度

あ

年度

る

遺構図版

遺構図版

遺構図版
縄文
古代
古代
古代
古代
縄文

平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度
平成 年度

・ ・

・ は欠番

・

・

・

は

平成
平成

・ 平成
平成

備考
調査時には命名されて

年度
年度
年度
年度

いないもの

・









第 節 縄文時代住居跡

多

称名

少な

今

部田

寺式

く炉

回検

貝塚

期

が検

出さ

利

中葉

式

の住

・

居跡

から検出された縄文

軒、後期前半の堀之

出されていない点な

れた住居跡は貝層部

時

内

ど

周

代の

式

から

辺に

式期の住居跡が検出

と思われるものは第

されてい

号住

住居跡は 軒である

期 軒、後期中葉か

、住居跡とするには

限定されている。平

。中

ら晩

不確

成

期末

期初

定な

・

るが、これにつなが

居跡のみで、これも

る

明確

もの

な時

の加曽利 式・

頭 軒で、残り 軒

点も多い。

年度の貝層部の調査

式期

につ

によ

軒

いて

り、

と考えられる。貝層

期決定はできない。

形成

貝層

の中

部南

、後期初頭の

は出土遺物が

貝層下に加曽

心となる後期

側に谷が入り

込む

貝層

敲石

き刺

地形

の外

は

点

した

的な

側に

直径

（

状態

微隆

状態

起線文を

で出土し

制約を考慮すると、

広く分布する園生貝

約 の円形を呈し

）、磨製石斧 点（

で出土し、基部は住

施した加曽利 式

た。 の土器は器形

縄

塚

、

）

居

文時

や加

中央

、軽

跡南

土器（

から称

代の住居跡は貝層部

曽利貝塚とは異なっ

に炉を有する。石棒

石製品 点（ ・

側から出土している

）及び磨消縄文を施

名寺式土器と思われ

分及

た集

点

）が

。土

び斜

落構

（

出土

器は

した称

，住居跡

面地に限定される可

成を示す。

）、石皿 点（

している。 の石棒

全面緻密な縄文を施

名寺 式土器（ ）

の時期もほぼ同じ時

能性

）

はピ

した

があ

、磨

ット

もの

が床面か

期と思わ

り、住居跡が

石 点（ ）、

に頭部を突

（ ・ ）と、

ら若干浮いた

れる。 の有

頭石

田雉

石棒

する

われ

棒の

子ヶ

を樹

が、

る石

出土

原遺

立さ

いず

棒が

連弧

式期

は直径

文土

と思

器の

われ

状態は極めて珍しい

跡 号住居例等が

せるためのものか、

れも祭祀的色彩が強

屋外で頭部を地中に

例

ある

柱

い

突

であ

が、

穴と

もの

き刺

約 の円形を呈し

表面には一部赤彩痕

る。

、中央

が認め

る。樹立した出土例

ピット内に頭部を入

して使用したものに

である。なお、千葉

した状態で出土して

とし

れ

廃棄

市内

るが

ては

た倒

の段

野第

、掘

にほぼ完形の加曽利

られ，炉内から破片

式土

の一部が

東京都船田遺跡

立状態での出土例は

階で石棒を入れたも

遺跡では後期の加

り込み等は検出され

号

少な

のか

曽利

なか

住居

い。

は今

式

った

器（ ）を埋め込ん

出土している。住居

で炉とし

跡の時期

例や成田市長

このピットが

後の検討を有

期のものと思

。

ている。 の

は加曽利

加曽

出土

は

利

は

して

直径

式

直径

いる

と加

は直径

曽利

は

式

直径

約 の円形を呈し

期 式期の土器が

約 の円形を呈

のみである。東側の

、

出

する

張

中央

土し

が、

り出

約 の円形を呈す

土器（ ・ ）が出

約 の円形の東半

るが、

土

分

して

が検

に炉を有する。石鏃

ており、住居跡の時

炉は検出されていな

し部は別遺構と思わ

点

期も

い

れる

（

ほぼ

。遺

。

炉は検出されていな

いる。

出されているが、遺

い。遺物

物の出土

）、打製石斧 点（

同じ時期と思われる

物の出土も少なく、

）

。

加曽

が出

利

の出土も少なく、加

は認められない。

曽利

土している他、

式土器が若干

式土器（ ）

もの

とセ

を欠

は

（

ット

く。

直径

）が

にな

住居

いる

は 字

の

。

大型

は安

約 の円形を呈し

出土しており、いず

る可能性がある。

跡の時期は加曽利

、中

れ

は

央に

も加

両耳

式期

形を呈し、西側に張

の炉が検出されてい

行 式に伴う異形台

り出し

る

付

。遺

土器

炉を有する。土器は

曽利 式土器である

壺の把手であり、

と思われる。

微

。

は覆

隆起

・

土上

部を有するが、一部

物は曽谷式（ ・

で貝の花貝塚出土例

第 号土

）、

に類

安行

似す

線文を施したもの（

は注口土器の同一

面から出土した加曽

個体

利

）

で、

式土

壙により切られてい

式（ ）、安行

る。遺構確認時に覆

る。南

式

土上

（

面か

と条線による

の蓋形土器

器で底部のみ

西隅に

）が出土して

ら焼土が確認

され

時期

てお

は曽

は

り、

谷式

一部

・ ・ の破片の

期 安行 式期の幅

が検出されているの

一

で

みで

部が

捉え

、規

出土している。 の

られる。

模・形状は不明であ

安行

る

式

。遺

土器は から出

物は曽谷式期から安

土し

行

てい

式期

る。住居跡の

の土器の小片



が出土しているのみである。

小片

キサ

いる

は

が出

は

ゴを

が、

約

土し

約

含む

床面

われる。

は直径

の楕円形

ているのみである。

の方形を

貝ブロックが検出さ

から出土しているの

を呈

呈し

れ

は

する

、中

てい

と

約 の円形を呈し、中央に

が、炉は検出されて

央に炉を有する。覆

る。遺物は加曽利

の沈線と条線を主

い

土

式

体と

ない

中に

土器

する

炉を有する。出土遺物は微

。遺物は曽谷式期か

ハマグリを主体とし

（ ）と堀之内 式

土器で、住居跡の時

ら安

、ア

（

期は

行

サリ

堀之

隆起線文を施したもの（

式期の土器の

・シオフキ・

）が出土して

内 式期と思

）と条線に

よる

面か

第

住居

もの

ら出

表

番号

（

土し

縄文

）と沈線を主体とし

ており、住居跡の時

住居跡計測表

位置 時

称
加曽

加曽利
（加曽

た

期

期

もの

は加

名寺
利

利 ）

（ ・ ）が出土し

曽利 式期と考え

主軸方位 平面

円
円
円
円

てお

られ

形態

り、

る。

形
形
形
形

いずれも加曽利

規模（ ）
長軸 短軸 最

（ ）

式土

壁高
大

器で

（ ）
最小

ある。 が床

炉 柱穴

有
有
有
無

第 表 出土

（加曽
不

加曽
（曽谷
（曽谷
（曽谷

堀之
加曽

利
明
利
安行
安
安
内
利

）

）
行 ）
行 ）

遺物計量表 単位（ ）

円

楕

楕
方
円

形

円形
字形

円形
形
形

（ ）

（ ）（ ）

無
無
有
有
無
無
有
有

単位（点）

住居番号 土器 石製品 総計 剥片 石鏃 打斧 磨斧 敲石 軽石 石皿 磨石 石棒 不明 計

第
遺構
表
名
石器計測表

種別 石材 重
石棒 緑泥片岩
石棒 緑泥片岩
石棒 緑泥片岩

量 長

石皿 安山岩
軽石製品 軽石
磨製石斧 蛇紋岩

幅 厚 遺構名

軽

打

単位（

種別 石材 重量
敲石 砂岩
石製品 軽石
石鏃 黒曜石

）

長

製石斧 安山岩
磨石 花崗岩
磨石 花崗岩

単位（ ）

幅 厚

磨石 砂岩















第12図　A－001・003　出土遺物 
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第13図　A－004・007・008・010 �　出土遺物 
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第14図　A－010 �・012・013・014　出土遺物 
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第15図　A－015・021　出土遺物 
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第 節 古代住居跡

多

りに

構・

部田

位置

遺物

軒中

貝塚

し、

の点

軒

に認

穴を

めら

装備

れ、

し、

から検出された古代

主軸を北東方向に揃

からほぼ同時期の一

の住居跡から炭化材

の

え

集

・

住居

てい

落を

焼土

床面下に旧住居の痕

壁際に竈が構築され

跡

て

と思

いる

跡は 軒で、古墳時

る。これは北西に位

構成していたと考え

を多量に検出してお

代後

置す

られ

り、

期に

る貝

る。

火災

われる周溝・間仕切

。竈は が北東

り溝

に主

・竈

軸を

属する。いずれの住

殻塚遺跡の古墳時代

住居であると考えら

居跡

の住

れる

も貝

居跡

。ま

跡を確認している。

持ちながらも、南西

いず

壁に

れの

構築

層北側の谷寄

も同様で、遺

た建替も 軒

住居跡も貯蔵

されている他

はす

併用

出し

出

量は

べて

され

タイ

土遺

軒

北東

てい

プで

物も

中で

だし

部に

坏の中で

木葉痕の

壁に構築されている

たものと考えられる

、これは旧住居時に

比較的多く、特に火

最も少ない。出土土

も無彩のタイプや、

ある甕（ ・ ）は

。

。

構

災

器

なお

築さ

住居

は須

出土量

在地産

・ では竈と

では貯蔵穴が 基検

れた可能性が高い。

からの出土量が多い

恵器を除き在地産と

の最も多い か

の土器の色調に反し

と

出

が、

考え

もに、

され

られ

ら出土し

ており、

住居中央部付近に炉

ており、うち東南壁

に関しては火災住

、色調は赤褐色・褐

ている乳白色の色調

非在地産の可能性が

跡

に位

居で

色と

が検

置す

あり

共通

を示す胎

高い。乳

出されており、

るものは張り

ながら、出土

している。た

土をもち、底

白色の甕につ

いて

底部

住居

と思

点

は、

に木

から

われ

の他

その

葉痕

検出

る小

は、

第
住居

表 古代

位置

土器片が各住居跡の

を残すといった特徴

されている。なお

破片 点を か

すべて図化して示し

出

か

ら

て

土遺

ら出

・

検出

いる

住居跡計測表
規模（

主軸方位
） 壁高（

物中に微量ながら含

自や分布が追求可能

・ の個体につ

したのみである。石

。

まれ

な貴

いて

製品

てお

重な

は崩

は

） 貯蔵 旧貯 旧
柱穴

柱 出入

り、在地ではみられ

資料となろう。支脚

壊が著しく掲載はし

の砥石、

ない

は

てい

の磨

ハケ

ない

石兼

旧間旧出 間仕
仕切 周溝 火災

調整の技法や

を除く 軒の

。鉄製品は鎌

敲石の小破片

建替 備考
番号

第

住居

表

番号

古代

主軸長 横軸長 最大

住居跡出土遺物計量
製 品

表
別 比

最小 穴 蔵穴
有 無
有 無
有 無
有 無
有 有
有 有
有 無？

穴
無
無
無

口
有
有
有
有
有
有
有

率 土

入口 切溝 溝

無 無 無
無 無
無 無 無
有
無
無
無

全周
全周
全周
全周
全周
全周
全周

無
有
無
有
有
有
有

師 器 器 種 別

無 炉あり
無
無 炉あり
有
有 旧竈あり
有
有 旧竈あり

単位（ ）

比 率
土器 土製品 石製品 鉄製品 その他 総計 坏 高坏 壺 甕 甑 鉢 総計



















第24図　A－002・005 �　出土遺物 
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第25図　A－005 �・006・016・017　出土遺物 
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第26図　A－018 �　出土遺物 
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第27図　A－018 �・020　出土遺物 
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第 表 古代住居跡出土遺物観察表

器種名

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

層位

覆土中

覆土下位

床直

覆土中

覆土下位

土師器 坏

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

床直

床直

覆土中

床直

床直

法量（ ）重さ
（ ） 口径 底径 器高

（ ）

（ ）

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

成形 調

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ・

（ ） ヘラケズリ・

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ズリ

ズリ

ズリ

ズリ

遺
整手法 存 備考

度

無彩 土

赤彩 土

赤彩 土

赤彩 土

無彩 土

無彩 土

土

土

土

土

器

師器

師器

師器

師器

師器

種名

坏

坏

坏

坏

坏

師器 壺

師器

師器

師器

師器

高坏

甕

甕

甕

法量（重さ層位 （ ） 口径 底径

床直 （ ）

床直 （ ）

竃脇床直

床直

竃覆土中 （ ）

床直 （ ）

覆土中

床直

床直

床直 （ ）

）

器高

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

遺
成形 調整手法 存 備考

度

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ

ラケズリ

ラケズリ

石製品 磨石

石製品 敲石

土製品 紡錘車

器種名

須恵器 坏身

土師器 坏

竃覆土中

床直

竃覆土中

層位

床直

床直

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 高坏

竃内

床直

覆土下位

竃内

床直

長 幅 厚

長 幅 厚

最大径 孔径

法量（ ）重さ
（ ） 口径 底径 器高

（ ）

厚

轆轤成

ヘラケ

成形 調

形 回転

ズリ・

（ ）

ヘラケズリ・

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ・

砂岩製 土

安山岩製 石

遺
整手法 存 備考

度

ヘラケズリ 須

赤彩 土

製品

製品

器

恵器

師器

支脚

勾玉

種名

坏蓋

坏

赤彩 土

赤彩 土

赤彩 土

赤彩 土

赤彩 土

師器 坏

師器

師器

師器

師器

坏

坏

坏

坏

竃内床直 長 最大

床下 最大幅

法量（重さ層位 （ ） 口径 底径

竈覆土

覆土中 （ ）

径

長

）

器高

轆轤

ヘ

覆土中 （ ）

覆土中 （ ）

覆土中 （ ）

床直

床直

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

蛇紋岩製

遺
成形 調整手法 存 備考

度

成形 回転ヘラケズリ

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

土師器 壺

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

土師器 甕

石製品 磨石

土師器 甑

土師器 甑

床直

床直

床直

床直

貯蔵穴上

竃内床直

覆土下位

床直

床直

土師器 甕

器種名

床直

層位

長 幅 厚

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ズリ・

ズリ

ズリ

ズリ

ズリ

ズリ・

ズリ

ズリ

法量（ ）重さ
（ ）

ヘラケズリ

成形 調

赤彩 土

土

土

土

土

ハケ 土

砂岩製 土

土

土

師器

師器

師器

師器

師器

師器

師器

師器

師器

坏

坏

坏

坏

壺

壺

鉢

甕

甕

土

土

土
遺 土整手法 存 備考

師器 甕

師器

師器

師器

甕

甕

甕

床直

覆土中位

覆土中位 （ ）

覆土下位 （ ）

床直

竃内床直

床直

床直

床直

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘラ

ヘ

竃覆土下位

床直

床直 （ ）

床直

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ

ケズリ ハケ 底部木葉痕 乳白色胎土

ラケズリ・底部木葉痕 乳白色胎土

ラケズリ

ラケズリ

ラケズリ

ラケズリ

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 壺

土師器 鉢

床直

床直

覆土下位

床直

床直

床直

床直

床直

土製品 支脚

器種名

竃内床直

層位

口径 底径 器高

（ ）

（ ）

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ・

長 最大径

法量（ ）重さ
（ ） 口径 底径 器高

成形 調

度 土

無彩 土

赤彩 土

赤彩 土

赤彩 土

赤彩 土

赤彩 石

赤彩 石

底部木葉痕 土

師器

師器

師器

師器

師器

師器

製品

製品

製品 紡

甕

甕

甕

甕

甕

甑

磨石

軽石

錘車

遺
整手法 存 備考

度
器種名

床直

床直

床直

床直

覆土下位

床直

床直 長 幅

覆土中 長 幅

覆土中 最大径（ ） 厚

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

厚

厚

法量（重さ層位 （ ） 口径 底径

）

器高

ラケズリ

ラケズリ

ラケズリ

ラケズリ

ラケズリ

ラケズリ

砂岩製

遺
成形 調整手法 存 備考

度

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 坏

土師器 甕

土師器 甕

土製品 支脚

竃内

覆土中位

竃内

竃覆土中

床直

床直

竃脇床直

（ ）

（ ）

（ ）

長 最大径

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ヘラケ

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ・

ズリ

ズリ

無彩 土

赤彩 土

赤彩 土

赤彩 土

土

土

土

土

土

師器

師器

師器

師器

師器

師器

師器

師器

師器

坏

坏

坏

坏

坏

坏

甕

甕

甕

土

土

土

石

土

師器 壺

師器

製品

製品

製品

小型土器

支脚

磨石

管玉

床直 （ ）

覆土中 （ ）

覆土中 （ ）

床直 （ ）

覆土中 （ ）

覆土中 （ ）

覆土中 （ ）

床直 （ ）

床直

床直 （ ）

貯蔵穴上

床直 長 最

覆土中 長 幅

床直 最大幅 孔

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

大径

径

手

厚

長

ラケズリ・無彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ・赤彩

ラケズリ

ラケズリ

ラケズリ

ラケズリ・赤彩

捏ね・赤彩

砂岩製

遺存度 （完形） （ 以上） （ 以上） （ 以上） （ 以下）



第 節 土壙・竪穴状遺構・溝跡

土壙

総

貯蔵

る遺

数

穴が

物か

基で

基

ら、

で深

面形

度が

態が

あり

円形

あり、その大半は縄

である。 のみ

縄文時代の所産と判

文

が古

断

時代

墳時

した

、底部にピットを有

を呈し、底部へと垂

す

直

るタ

に落

の所産である。種別

代に属するものと考

ものの、他は帰属時

を特

え

期な

定で

られ

ど不

イプと袋状にオーバ

ちるタイプと袋状に

ーハ

オー

ング

バー

きるものとしては縄

、それ以外の 基に

明な点が多い。陥穴

文時

つい

は、

代の

ては

上面

するタイプの 者が

ハングするタイプの

主で

者

ある

が主

陥穴が 基、

覆土に含まれ

形態が楕円形

。貯蔵穴は上

である。

出

竪穴

方

土器

ある

土遺

状遺

形を

の細

が、

物に

構

呈し

片し

大半

溝跡

条検出さ

ついては全体的に少

、不規則な浅い柱穴

か検出されず、帰属

は浅く不規則な配置

な

を

時

で

く、

有す

期な

ある

れおり、中には複数年度に

混入と思われるもの

る土壙を竪穴状遺構

ど不明な点が多い。

。

も含

とし

床面

めて

て報

にあ

亘って調査されているものも

一覧表に重量ととも

告するが、出土遺物

る柱穴は 号のよう

に記

は混

に規

した

入と

則性

ある。遺構図面は遺跡全体の

。

思われる縄文

を持つものも

遺構配置図の

中で

が土

ない

区出

、断

層断

もの

土遺

面図

面図

と思

物の

第
遺構番

表 土壙
号 形態

円形

とともに掲載した。

から判明している。

われる。遺物は明ら

中の各グリッドに還

一覧表
規模（ ）

上（長軸 短軸）（下（長軸 短

構

か

元

築さ

に周

して

軸）
深さ（ ）

は に切られ、

れた時期については

囲からの混入と思わ

計量している（第

調査

れる

章第

は

所見

縄文

節

種別 時代

貯蔵穴 縄文

時期

出土遺

・ に切ら

等を参考にしても、

土器片が多量にあっ

を参照）。

れて

中・

たた

構築

近世

め、

物 図版番号

種類 重量（ ）遺構図 遺物

されているの

よりは遡り得

それらは調査

備考

円形

円形

楕円

円形

円形

楕円

楕円

楕円

楕円

楕円

楕円

楕円

楕円

形

形

形

形

形

形

形

形

形

貯蔵穴 縄文 縄文時

貯蔵穴 縄文

貯蔵穴 縄文 縄文

貯蔵穴 縄文 縄

陥穴 縄文

陥穴 縄文 縄

陥穴 縄文 縄

代 中

時代

文時代

文時代

文時代

・後期

後期

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文 縄文時

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文 縄文

時代 後期

時代

代 早

時代

時代

後期

・後期

後期

後期

土器

土錘 点

土器

土器

土器

土器

土器

土器

土器

土器

土器

加曽利 式

貝を含む

加曽利

加曽利

加曽利

茅山式・

加曽利

加曽利

・称名寺式

式

式

式

加曽利 式

式

式・曽谷式

楕円

楕円

楕円

円形

楕円

円形

円形

楕円

楕円

円形

楕円

円形

楕円

形

形

形

形

形 （ ）

形

形

形

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文 縄文時

陥穴 縄文 縄文

貯蔵穴 縄文

縄文

貯蔵穴 縄文

時代

代 中

時代

後期

・後期

中期

陥穴 縄文

貯蔵穴 縄文 縄文時代 中期

土器

土器

土器

加曽利

阿玉台式

阿玉台式

土器 加曽利 式

式

・加曽利 式

長方

円形

楕円

形

形

貯蔵穴 縄文

貯蔵穴 縄文 縄文

陥穴 縄文 古墳

時代

時代

中期

後期

土器

土器

キサゴ・
ブロック

加曽利 式

ハマグリで構成された貝
を含む



第 表 土壙一覧表
規模（ ） 出土遺物 図版番号

遺構番号 形

隅丸長

長方

楕円

長方

楕円

楕円

楕円

楕円

円

円

円

隅丸

上（長軸 短軸）（下（長軸 短

方形

形

形

形

形

形

形

形

形

軸）
深さ（態

形

形

形

方

種別 時代

陥穴 縄文

陥穴 縄文

陥穴 縄文

縄文 縄文

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文

陥穴 縄文

時期

時代

時代

中期

後期

縄文 縄文時

貯蔵穴

貯蔵穴 縄文

貯蔵穴 縄文

縄文 縄文時

代 中・後期

代 後・晩期

）
種類 重量（ ）遺構図 遺

土器

土器

土器

土器

物

加曽利

加曽利

加曽利

堀之内
安行 式

備考

式

・加曽利 式

式・加曽利 式
・安行 式

式

式

円

長方

楕円

隅丸長

楕円

（円

楕円

長方

（円

楕円

楕円

楕円

円

形

形

方形

形

） （ ） （

形

形

）

） （ ） （

形

形

形

）

形

形

形

形

貯蔵穴 縄文

縄文 縄文時代 後・晩期

貯蔵穴 縄文 縄文

貯蔵穴 縄文 縄文時

貯蔵穴 縄文

時代

代 中

後期

・後期

土器 安行 式

土器

土器

と

加曽利

加曽利
破砕貝を

に

複

式

式・加曽利 式
含む

られる

重

切

円

円

楕円

楕円

円

長方

楕円

円

楕円

楕円

楕円

楕円

楕円

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

貯蔵穴 縄文

貯蔵穴 縄文

縄文 縄文時代 中期

に

土器 加曽利

と

られる

複

切

式

重

楕円

隅丸長

楕円

楕円

隅丸長

隅丸長

楕円

長方

不定

楕円

楕円

形

方形

形

形

方形 （ ）

方形

形

形

形

形

形

縄文 縄文時

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文 縄文時

代 中

時代

時代

時代

代 中

・後期

後期

後期

後期

・後期

陥穴 縄文 縄文

縄文 縄文

時代 後期

時代 後期

土器

土器

土器

土器

土器

土器

加曽利
安行 式

堀之内式

堀之内式

称名寺式

加曽利

安行 式
石器

土器

剥片 点

加曽利
焼土多く

・加曽利 式

・加曽利 式

・加曽利 式

・加曽利 式

式
含む

式

式

楕円

楕円

楕円

楕円

楕円

楕円

長方

楕円

円

楕円

楕円

楕円

楕円

形

形

形

形 （ ）

形 （ ）

形

形

形

（ ）

形

形

形

形

形

陥穴 縄文

陥穴 縄文

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文 縄文

陥穴 縄文 縄文時

陥穴 縄文

貯蔵穴 縄文 縄文時

時代

時代

代 中

代 中

後期

後期

・後期

・後期

陥穴 縄文

縄文 縄文時代 後期

土器

土器

土器

土器

堀之内式

安行 式

加曽利
曽谷式・

加曽利

土器 加曽利

・加曽利 式

・加曽利 式
安行 式

・加曽利 式

式・安行 式

式

式

円

円

方

形

形

形 古墳 古墳時代 後期 土器























土壙出土土器

多部田貝塚

師器

思わ

加曽

が出土し

れる

利

。

式

からは 基の土壙が

ている。 の甕

から茅山下層式

安行 式にかけて

検出さ

は縄文陥

土器

の

が、

土器

れているが、うち

穴への混入であり

から阿玉台式

も出土しているが、

基の土壙

、

土器

主体

が、

をな

から縄文土器が出土

出土の赤彩壺のみが

から安行

すのは加曽利 式

し、 基

土壙に帰

式土

安行

器が

式

の土壙から土

属するものと

出土している。

土器である。

もの

第

か

基

表

らは

中

土壙
遺構名 器

土師

土師

土器片錘が出土して

基から縄文土器の出

出土遺物観察表・計

いる

土

測

。形

が認

表
法量（ ）種名 層位

口径 底径 器高
成形

器 甕 覆土中

器 壺 覆土中 （ ）

遺存度 （完形） （ 以上）

ヘラケ

（ 以

ヘラケ

上）

態的に、陥穴と考え

められた。

られる

遺存 遺構名・調整手法
度

種別

土錘

ズリ

ズリ・赤彩

（ 以上） （ 以下）

もの 基中 基から

単位（

、貯

）

蔵穴

層位 重量

覆土中

長

と考えられる

単位（ ）

幅 厚

第

遺構

表

番号

号
号

竪穴

旧

号
号
号
号

状遺構一覧表

番号 長軸 短軸（ ） 深さ

（ ）

（ ） ピット数

縄文時
縄文

時

代
時代

出
期

中・
後

土遺物
種類 重量（ ）

後期 土器
期 土器

加曽
加曽
利 式
利

備考

・加曽利 式
式

号
号 に切られる





第 節 調査区出土遺物

多

）、

安行

式

部田

加

式

（

貝塚

曽利

）、

は関

主体

東地

をな

方で

すの

の調査区から出土

式（ ）、後期

式（ ）、晩期

大洞 式（ ）の

した

の

の安

各型

縄文

称名

行

式の

の模倣であるが は

は、加曽利 式・

搬入品

式

土器は前期の黒浜式

寺式（ ・ ）、堀之

式 式（

土器が出土している

（

内

。

式（

）、千

・

の可能性がある。

土器と加曽利 式 安行

は加

式

）、浮島式（ ）、

・ ）、加曽利 式

網式（ ・ ）と晩

・ は注口土器、

中期

期の

は

の阿

曽谷

東北

異形

曽利 式の吊手土器

土器で、前者は調査

であ

区全

る。

域か

玉台式（

式（ ）、

地方の大洞

台付土器、

これらのうち

ら出土してい

土

円盤

石

点

製品

状土

器は

（

とし

製品

剥片

）、

）

した

石棒

可能性が

るのに対して

ては山形土偶 点

点（ ）が出

点、石核 点、

石皿 点（

点（ ）、軽石 点

ある。

（

土

打製

）、

・

し、

石斧

石錐

、不明石

、後者は多部田貝塚の貝層

）、木菟土偶 点（

の木菟土偶は後期

点（ ）、磨

点（ ）、石鏃

器 点が出土してい

）、

後半

製石

点

耳飾

の可

斧

（ ）

る。

縁辺部周辺に集中している。

点（ ）、土器

能性がある。

点（ ）、磨石

、凹石 点（ ・

は石棒を敲石に、

片

点

）

錘

（

、石

は石棒

点（ ）、

）、敲石

剣 点（ ・

を凹石に転用

第

土製品
種

土

土

土

耳

表

別

偶

偶

偶

飾

調査

図版

耳

耳

不明

土

飾

飾

土製品

錘

区出土土製品・石器

遺物番号 出土地点 重

計

量

測表

長 幅 厚 種

土

土

土

土

別

錘

錘

錘

錘

図版

土

土製

土製

土製

錘

円盤

円盤

円盤

単位

遺物番号 出土地点 重量

（ ）

長

単位（ ）

幅 厚

土

土

石器
種別

石鏃

石鏃

石鏃

錘

錘

図版 遺

石錐

磨製石

磨製石

磨製石

斧

斧

斧

土錘

物番号 出土地点 石材

チャート

混入 黒曜石

黒曜石

重量

チャート

砂岩

混入 蛇紋岩

緑泥片岩

土製

長 幅 厚 種別

石剣

磨石

磨石

円盤

図版 遺物

磨石

磨石

磨石

磨石

土製円盤

番号 出土地点 石材

緑泥片岩

安山岩

安山岩

単位

重量

（ ）

長

安山岩

泥岩

砂岩

砂岩

単位（ ）

幅 厚

磨製石

磨製石

磨製石

磨製石

磨製石

打製石

打製石

打製石

斧

斧

斧

斧

斧

斧

斧

斧

打製石

打製石

打製石

打製石

斧

斧

斧

斧

磨製石斧

蛇紋岩

混入 砂岩

混入 砂岩

蛇紋岩

砂岩

安山岩

安山岩

安山岩

粘板岩

結晶片岩

安山岩

安山岩

砂岩

磨石

磨石

磨石

凹石

凹石

凹石

凹石

凹石

敲石

石皿

石皿

石皿

磨石

砂岩

砂岩

砂岩

緑泥片岩

安山岩

安山岩

安山岩

砂岩

砂岩

砂岩

安山岩

安山岩

頁岩

石棒

石剣

石剣

石剣

石剣

緑泥片岩

緑泥片岩

砂岩

粘板岩

混入 緑泥片岩

石皿

石皿

石皿

石皿

安山岩

安山岩

泥岩

安山岩
（長・幅・厚の空欄のものは欠損による計測不能を表す）
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第

第

立地

章

節

遺

低地

跡は

との

平和

比高

貝殻塚遺跡

調査の概要

公園内の西部に位置

差は約 を測る。

す

第

る。

章第

西側を都川から南方

節で述べたように

に伸

多

びた

部田

多部田支谷に面し、

貝塚と貝殻塚遺跡と

標高

の遺

は

跡範

程度、

囲は便宜的な

区分

西側

調査

貝

谷の

けと

を深

履歴

殻塚

傾斜

なっ

い谷

遺跡

地に

を主

が検

体とする

出されい

ている為、地形上の

に、東側を比高差

の発掘調査について

ムグリ遺跡があるこ

土壙群のみの検出で

る。各遺構について

大

は

と

きな

に満

、平

から

、平成

は下の

変化はなく、本来的

たない浅い谷に挟ま

成 ・ 年度の 回

関連する遺構・遺物

年度地区では多部

遺構一覧表を参照さ

には

れた

実施

の存

同一

南北

され

在が

田貝塚と

れたい。

遺跡と見なされても

約 の縦長の地点

ている。平成 年度

想定されたが、結果

縄文時代・古代の

よい

を

地区

的に

。今

対象

につ

は縄

時期に共

回の調査では、

とした。

いては、西側

文時代の陥穴

通する遺構群

検出

平

壙

べ

区に

遺構

成

基、

軒と

は住

・

年度

古墳

少な

居跡

ず遺

され

古

跡を中心

る。

代の住居

遺物の概要

と平成 年度の 回

平安時代の住居跡

い。それも多部田貝

は全く検出されなか

の

塚

っ

発掘

軒、

寄り

た。

とする縄文集落との

跡については、古墳

境界に

時代後

調査では合計

時期不明の土壙 基

の調査区南部分での

これにより貝殻塚遺

を検

検出

跡は

を対

出し

で、

多部

当たり、積極的には

期 軒、平安時代住

居住の空

居跡 軒

象とし、縄文時代中

た。縄文時代の住居

それより北側の南北

田貝塚を中心とする

期末

跡は

に

縄文

の住

、多

集落

間として利用されて

の内訳となる。同時

いなかっ

期と考え

居跡 軒、土

部田貝塚と比

あまりの調査

と、うならす

た状況が看取

られる古墳時

代後

ては

竈位

居跡

期の

、古

置は

は検

住居

墳時

やや

出さ

で展

時代

落を

開してい

後期

構成

と思

する

跡は多部田貝塚にお

代後期の一般的な集

変異のあるものの、

れなかったことから

い

落

住

、

ても

の傾

居プ

号

るものと考えられる

われる住居跡が 軒

住居跡の存在が想定

。なお

検

さ

出さ

れる

軒検出されており

向と同じく、台地中

ランの矩形の軸線に

住をもって集落の北

、合

央で

は強

限と

わせ

なく

い共

みな

西側斜面地への展開

れていることから、

。貝殻塚遺跡の平安

について

今回

時代

の調

の住

て 軒となる。住居

、谷寄りのやや斜面

通性が認められる。

すことが出来、南限

跡の

地に

平成

は多

配置

構築

年

部田

は、ムグリ遺跡の谷

査区の範囲を超えて

居跡 軒は、時期的

底際の斜

、西

には

側斜

ムグ

上の特徴とし

されている。

度地区には住

貝塚本体にま

面地にも古墳

面地に同じ集

リ遺跡検出の

住居

は直

標

第

跡（

線距

準土

表

離に

層は

遺構

住居
遺構

跡
名

）並びにムグリ遺跡

して 離れてお

層暗褐色土（表土

一覧表

で想

り、

），

定さ

関連

層

時期 調査年度
古代 平成 年度

遺構図版

れる製鉄関連遺構群

については不明な点

（暗褐色土）， 層

と

が

褐色

の係

多い。

土

遺物図版 遺構名

わりが問題となって

（ソフトローム）であ

くる

る。

が、

時期 調査年度
縄文 平成 年度

遺構図版

つの住居間

遺物図版

縄文 平成 年度
古代 平成 年度
古代 平成 年度
古代 平成 年度
古代 平成 年度
古代 平成 年度

・

・

土壙
・

遺構名

古代 平成 年度
古代 平成 年度

調査年度
平成 年度
平成 年度

遺

・

構図版
・
・

・

遺物図版

は欠番

遺構名 時期 調査年度 遺構図版 遺物図版 遺構名 時期 調査年度 遺構図版 遺物図版

遺構名 調査年度 遺構図版 遺物図版





第 節 縄文時代住居跡

貝

する

石

殻塚

加曽

点

遺跡

は台

利

（ ）

は、

れる

安山

。

岩製

から検出された縄文

地中央の平坦面に位

式土器（ ）と無

と剥片 点（チャー

時

置す

文の

ト

代の

る。

土器

点

で重量 、長さ

住居跡は 軒である

直径約 の円形を

（ ）が出土してお

・黒曜石 点）、石核

。

呈

り

（

し、

、出

チャ

、幅 、厚さ を測

中央部に炉を有する

土土器の総重量は

ート） 点が出土し

。

てい

状の

を測

る。

る。住居跡の時期は加曽利

磨消縄文を有

る。石器は磨

図化した磨石

式期と思わ

てい

して

之内

貝

る。

いる

式

殻塚

は、

突起

。出

期と

遺跡

立地

連性

とはいえ

や、遺跡

調査区西側の斜面部

を持つ無文の土器

土土器の総重量は

思われる。

は東西に谷が入り込

ない。台地基部に存

の北側に展開する陥

に位

（

む

置し

）及

と極

馬の

在する

穴群の

、直径約 の円形

び条線を施文する土

端に少ない。 ・

背状の台地上に形成

多部田貝塚検出住居

性格等今後の課題は

を

器

の土

され

呈し

（ ）

器は

てお

跡と本遺

多い。

中央部に炉を有する

と全面に縄文を施文

堀之内 式土器であ

り、縄文時代の集落

跡の住居跡の時期は

。南

する

り、

が展

側の

土器

住居

開す

並行して

壁は失なわれ

（ ）が出土

跡の時期も堀

るには適切な

おり、その関

第

住居

表

番

縄文

号

住居跡計測表

位置 時

加曽
堀之

期

利
内

主軸方位 平面形

円形
円形

態

（

規模（ ） 壁
長軸 短軸 最大

（ ）
）（ ）

高（
最
）
小

炉 柱穴

有
有



1

3

4

1

2

3

2

A－008

A－008（2・3） 

A－002（1～4） 
A－008（1） 
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第 節 代住居跡古

古

田貝

西側

古

墳時

塚の

の谷

墳時

代の

同時

際、

代の

また

いず

建替

れの

は

住居

住

期

斜

住

軒

居跡は、いず

の住居同様、

面地に位置す

居跡 軒中

に認められ、

跡も貯蔵穴を装

れも

主軸

る。

軒の

遺

を

住

跡南

北東

居跡

床面

備し

下

（

に旧

側

・

か

住

多部田貝塚寄り

北西方向に揃

ら炭化材・焼土

居の痕跡と思わ

は旧貯蔵穴の

に

えて

を

位置

いる

多量

し、

。平

に検

れ

み）、

るピ

竈

ット

が構

舌

安

出

・

築

状の台地中央

時代の住居跡

しており、火

周溝・間仕切

されている。

部に

（

災住

配置

居で

され

）

ある

り溝

竈は

・竈

北東

を確

壁に

ている。多部

軒は、調査区

と考えられる。

認している。

構築されるも

が窺

出

い。

物と

える

土遺

接合

。ま

物は

か

して

が出

片個

土してい

体が出土

の 軒・北西

た

全

ら

お

し

唯一時期の異

体に多い傾向

出土した須恵

り、 軒の住

る。支脚は

ている。鉄製

なる

にあ

器横

居の

・

品は

り

瓶

関

、

（

係が

以外

に構築される壁 もの 軒と

は

）

注

か

住居の東コーナ

に関しては明

は、直線距離

目される。また

にはすべて認め

ら出土した刀子

ー

確な

にし

同

られ

の

部に

火

て約

住居

竈が

災住

から

る。な

点のみ

かれるが、住居分 自体の主軸

構

居

は

お

で

築されている

とは言い切れ

離れた多部田

桃と推定され

では図

ある。石製品

。

ない

貝塚

る種

化し

とし

もの

の

子

の出

点

ていない

ては図化

位は 軒とも方 整っており、

（

土量は最も多

の覆土中の遺

写真図版 ）

が、支脚の破

している磨石

計画的な配置

第

住居
番号

表 古代

位置

兼敲石が、

住居跡計測表

主軸方位
主
規模（
軸長 横

）
軸長

壁高（
最大

・ からそれぞれ 点

無 有

最小
） 貯蔵 旧貯

柱穴
穴 蔵穴
有 無
有 無
有 無
有 無

旧柱
穴

出入
口

つ検出されてず いるのみであ

無

旧旧出 間仕
仕

入口 切溝
無
無
無 無
無

間
切
溝

無

周溝

全周

火災

無？
全周 有
全周
周

有
無

全周 有

。る

有 旧竈あり

建替 備考

無
有 旧竈あり
有
有

第

住居

表

番号

古代

土

住

器

居跡出土遺物

製 品
土製品 石製

計量

品

表

別
鉄製

比
品 そ

有 有
有 無

率
の他 総計

無

坏
土
高

無 無 無 無 無

坏

無
無

師 器 器
壺 甕

種

全周
全周

別
甑

有
有

無 無 無 全周 無

比
小

有 旧竈あり
無

単位（ ）

率
型土器 総計

無

住居
番号

位置 主軸方位
主
規模（
軸長 横

）
軸長

壁高（
最大 最小

） 貯蔵 旧貯
柱穴

穴 蔵穴
旧柱
穴

出入
口

旧旧出 間仕
仕

入口 切溝

間
切
溝

周溝 火災 建替 備考

住居番号
土器

製 品
土製品 石製品

別
鉄製

比
品 そ

率
の他 総計 坏

土
高坏

師 器 器
壺 甕

種 別
甑

比
小

率
型土器 総計
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第 表 古代

器種

須恵器

名

坏身

住居跡出土遺物観察

法量（
層位 重さ（ ）

口径 底径

貯蔵穴内 （ ）

表

）

器

（

高
轆） 回

遺
成形・調整手法 存 器

度
轤成形 土師器
転ヘラケズリ 土師器

種名

坏
坏

層

覆土
覆土

法量（ ）
位 重さ（ ）

口径 底径 器
下位 （ ）
中位 （ ）

高
成形・

ヘラケズ
ヘラケズ

遺
調整手法 存 備考

度
リ・赤彩
リ・赤彩

土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器

坏
坏
坏
坏
坏
坏
坏
壺
甕
甕
壺
甕

土

土師器 甕
土師器
土師器
土師器
師器
土製品

甕
甑
甕

小型土器
土錘

床直 （ ）
覆土中位 （ ）
覆土下位
覆土中位 （ ）
覆土上位 （ ）
覆土中
床直

貯蔵穴内 （ ）
床直
床直

覆土下位 （ ）
床直

（
（

（

（
（
（
（
（

） ヘ
） ヘ
ヘ
ヘ

） ヘ
ヘ
ヘ

） ヘ
） ヘ
） ヘ
） ヘ
） ヘ

覆土
床直
床直 （ ）
床直
覆土中
覆土中位 最大径

（ ） ヘ
（
（
（
（

長

） ヘ
） ヘ
） ヘ
） ヘ

ラケズリ・赤彩 土師器
ラケズリ・赤彩 土師器
ラケズリ・赤彩 土師器
ラケズリ・赤彩 土師器
ラケズリ・赤彩 土師器
ラケズリ・赤彩 土製品
ラケズリ・赤彩 土製品
ラケズリ・赤彩 土製品
ラケズリ 石製品
ラケズリ
ラケズリ・赤彩
ラケズリ
ラケズリ 器
ラケズリ

土師器ラケズリ
土師器ラケズリ
土師器ラケズリ・赤彩
土師器

坏
甕
甕
小型土
甕
土玉
土玉
勾玉

磨石兼敲

覆土
床
床

器 床
床
覆
覆土
覆土

石 覆土

種名 層

坏
坏
坏
坏

覆土
床

竈覆
覆

上位 （ ）
直 （ ）
直
直
直
土中 最大径 孔径
上位 最大径 孔径
上位 最大幅 長
中位 長 幅

法量（ ）
位 重さ（ ）

口径 底径 器
上位
直
土中位
土中

厚

ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
手捏ね
ヘラケズ
長
長

成形・
高

ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ

リ・赤彩
リ
リ

リ

安山岩製

遺
調整手法 存 備考

度
リ・赤彩
リ・赤彩
リ・赤彩
リ・無彩

土製品

器種

土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器

支脚

名

坏
坏
坏
坏
坏
高坏
高坏

土

土

土師器 高坏
土師器
製品
土師器
師器
土師器

高坏
紡錘車
土玉

小型土器
甕

床直 最大径

法量（
層位 重さ（ ）

口径 底径
覆土下位 （ ）
覆土中位 （ ）
覆土下位 （ ）
床直 （
床直
床直
床直 （ ）

長

）

器

（
（

）

（

高
ヘ

） ヘ
） ヘ
ヘ
ヘ

） ヘ
ヘ

床直
床直
覆土中 最大径（ ）
覆土下位 最大径
覆土中
覆土中位

（ ） ヘ

厚
長

ヘ

手
ヘ

土師器
土師器
土師器
土師器遺
土師器成形・調整手法 存

度 土製品
ラケズリ・無彩

石製品ラケズリ・赤彩
ラケズリ・赤彩 土製品
ラケズリ・赤彩
ラケズリ・赤彩
ラケズリ・赤彩
ラケズリ・赤彩 器種名

高坏
甕
甕
甕
甕
支脚

磨石兼敲

土玉

覆土
覆土
床

覆土
覆土
竈
旧貯石 土
床

層
ラケズリ・赤彩
ラケズリ・赤彩 土師器

捏ね
ラケズリ

坏 竈脇

下位
下位
直
下位
下位
床直 最大径 長
蔵穴覆 長 幅中
直 最大径 孔径

法量（ ）
位 重さ（ ）

厚

ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ

高

成形・
口径 底径 器

覆土下
位

法量（ ）

高
轆轤成形
り

リ・赤彩
リ 山砂付着
リ
リ
リ

凝灰岩製

遺
調整手法 存 備考

度
回転ヘラ切 胎土に雲

母多し

遺

土師器
土師器

器種

土師器
土師器
土師器
土師器
土師器

甕
甕

名

坏
坏
壺
甕
甕

土師器 甕
土師器
土師器
土師器
土師器
土師器

甕
甕
甕
甕
甕

覆土下位
床直

法量（
層位 重さ（ ）

口径 底径
覆土中位
覆土中位
覆土中位
覆土中位
覆土中位 （ ）

（

）

器

） ヘ
ヘ

高
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

覆土中位
覆土中位
覆土中位
床直
床直

覆土中位 （ ） （

ヘ

）

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

器
ラケズリ
ラケズリ 土師器

土師器
土師器
土師器遺

成形・調整手法 存 土師器
度 土師器

ラケズリ・無彩 土師器
ラケズリ・赤彩 土師器
ラケズリ・赤彩 土師器
ラケズリ 土師器
ラケズリ・ハケ 土師器

種名

坏
坏
坏
坏
坏
坏
坏
坏
甕
甕
甑

層

床
貯蔵穴
覆土
床

覆土
床
床
床
床
床
床

ラケズリ
須恵器ラケズリ

ラケズリ 土師器
ラケズリ 土製品
ラケズリ 土製品
ラケズリ 土製品

横瓶 床

甕
土玉
勾玉
支脚

床
床
覆
竈

位 重さ（ ）
口径 底径 器

直
覆土中
中位
直
中位 （ ）
直
直 （ ）
直
直
直
直

高
成形・

ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ
ヘラケズ

直

直 （ ）
直 最大径 長
土中 最大幅 長
床直 最大径 長

格子目風

ヘラケズ

調整手法 存 備考
度

リ・無彩
リ・無彩
リ・赤彩
リ・赤彩
リ・赤彩
リ・赤彩
リ・無彩
リ・赤彩
リ
リ
リ

多部田タタキ と接合
リ・ハケ

土

土師器
土師器
師器
土製品
土製品

甕
甑

小型土器
不明
支脚

覆土中位
覆土中位 （
床直

竈覆土中 最大径
床直 最大径

）

長
高

ヘ
ヘ
手

ラケズリ 土師器
ラケズリ 鉄製品
捏ね・ヘラケズリ

器

土師器

小型土
刀子

種名

坏

器 床
床

層

竈覆

直
直 身幅 厚

法量（ ）
位 重さ（ ）

口径 底径 器
土中

遺存度 （完形） （ 以上

高

） （

手捏ね・

成形・

ヘラケズ

以上）

ヘラケズリ

遺
調整手法 存 備考

度
リ・赤彩

（ 以上） （ 以下）

1：60 10cm

1：20 3cm 1：40 10cm

13

16

14
15

17

18

1 S=1：4
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13,17 
14,15,18 
16

（S=1：4） 
（S=1：2） 
（S=1：6） 

A－010

A－009 � 

器種名
法量（

層位 重さ（ ）
口径 底径

）

器高

遺
成形・調整手法 存

度

器種名
法量（

層位 重さ（ ）
口径 底径

）

器高

遺
成形・調整手法 存

度

器種名
法量（

層位 重さ（ ）
口径 底径

）

器高

遺
成形・調整手法 存

度

器種名 層
法量（ ）

位 重さ（ ）
口径 底径 器高

成形・
遺

調整手法 存 備考
度

器種名 層
法量（ ）

位 重さ（ ）
口径 底径 器

成形・
高

遺
調整手法 存 備考

度

器種名 層
法量（ ）

位 重さ（ ） 成形・
口径 底径 器高

遺
調整手法 存 備考

度

法量（ ） 遺
器種名 層位 重さ（ ）

口径 底径 器高
成形・調整手法 存 備考

度

器種名 層
法量（ ）

位 重さ（ ）
口径 底径 器高

成形・
遺

調整手法 存 備考
度



第 節 土壙

総

貯蔵

から

文時

数

穴が

は多

代の

基で

基

量の

陥穴

含ま

上面

れる

形態

遺物

が楕

あり、その大半は縄

である。分布状況は

焼土とともに古墳時

であることから、窪

文

調

代

み

時代

査区

の遺

を再

から縄文時代の所産

円形で深度があり、

と

底

判断

部に

の所産である。種別

の北側と南側の 地

物が多数検出されて

利用したと考えるこ

を特

点に

いる

とも

定で

集中

が、

可能

したものの他は帰属

ピットを有するタイ

時期

プと

など

袋状

きるものとしては縄

する傾向がはっきり

検出はいずれも覆土

である。それ以外

文時

と

上位

基に

代の

認め

であ

つい

不明な点が多い。陥

にオーバーハングす

穴は

るタ

多部

イプ

陥穴が 基・

られた。

り、形態は縄

ては、覆土に

田貝塚同様、

の 者が主で

第
遺構番

表
号

土壙
形態

欠番
楕円形
楕円形
楕円形

長楕円

楕円形
不整形

ある。

一覧表
規模（ ）

上（長軸 短軸） 下（長軸

形

短軸
深さ

）
（ ） 種別 時代

陥穴 縄文
陥穴 縄文
陥穴 縄文

縄文時

陥穴 縄文
貯蔵穴 縄文 縄文

時期
出土

代
平安時

時代

中・後期
代

中期

遺物 図版番
種類 重量（ ） 遺構図

号
遺物

土器

土器

阿玉

阿玉

備考

台式

台式
楕円形
長楕円
楕円形
隅丸長方
楕円形
（楕円形
楕円形
楕円形
隅丸長方
楕円形
楕円形
隅丸長方
長方形

形

形

） （ ）

形

形

陥穴 縄文
陥穴 縄文
陥穴 縄文

陥穴 縄文

陥穴 縄文
陥穴 縄文

陥穴 縄文
陥穴 縄文
陥穴 縄文
陥穴 縄文

円形
（楕円形
隅丸長方

楕円形

楕円形
楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

楕円形

） （ ）（ ）
形

（

貯蔵穴 縄文 縄文

縄文 縄文時
縄文

） 陥穴 縄文
古墳

陥穴 縄文
陥穴 縄文

縄文時
陥穴 縄文

時代

代
時代
時代

古墳時

代

中期

中・後期
後期
後期

代

早 後期

古墳
縄文時

陥穴 縄文

縄文？ 縄文

時代
代
古墳時
時代

後期
早 後期
代
中期

陥穴 縄文
土器

石器

土器

土器
土器
石器
土器

土器

土器

阿玉

磨製

加曽

茅山
堀之
剥片
茅山
加曽

台式

石斧

利 式

式・阿玉台式
内式・加曽利 式
点・打製石斧 点
式・阿玉台式
利 式・加曽利 式
下より検出

第 表

円形
円形
長方形
楕円形

土壙

遺構名 器種名

土

磨製石斧

師器 坏

楕円形

出土遺物観察表
法量（

層位 重さ（ ）
口径 底

覆土中 長 幅

覆土上位

）
成

径 器高

厚

ヘ

縄文時

陥穴 縄文
陥穴 縄文

代 中・後期

遺存
形・調整手法 遺構名

度

ラケズリ・無彩

器種名

土

土

師器 甕

師器 甕

陥穴 縄文 縄文時代 後期
土器

法量（
層位 重さ（ ）

口径 底径

覆土上位 （ ）

覆土上位 （ ）

）
成

器高

ヘラ

ヘラ

土器

遺存
形・調整手法

度

ケズリ

ケズリ・ハケ

土師器 甕

土師器 坏

覆土上位 ヘ

覆土中 （ ） ヘ

ラケズリ 土師器 甕

遺存

ラケズリ・赤彩 土製品 勾

覆土中 （ ）

度 （完形） （ 以上） （ 以

ヘラ

上）

玉 覆土上位 最大幅 長

ケズリ

（ 以上） （ 以下）

遺構番号 形態
規模（ ）

上（長軸 短軸） 下（長軸 短軸
深さ

）
（ ） 種別 時代

時期
出土遺物 図版番

種類 重量（ ） 遺構図
号
遺物

備考

遺構名 器種名
法量（

層位 重さ（ ）
口径 底

）
成

径 器高

遺存
形・調整手法

度
遺構名 器種名

法量（
層位 重さ（ ）

口径 底径

）
成

器高

遺存
形・調整手法

度









第 節

貝

・

殻塚

）、

遺跡

浮島

調査区出土遺物

の調査区から出土し

式（ ）、中期の阿玉

た

台

縄文

式（

土器は、早期の夏島

）、加曽利 式

式

（

（ ・ ）、茅山下層式（

）、後期の堀之内式

）、

（

前期

）、

の黒浜式（

晩期終末の荒

海式

製品

石

鏃

（

とし

器は

点

ては

剥片

（ ）

第
種
土

表
別
錘

調査
図

）の各型式に亘るが

土器片錘（ ）が

点、石核 点、

、有舌尖頭器 点（

、

点

打製

）

総量

出土

石斧

、凹

区出土土製品・石器
版 遺物番号 出土地点 石
ー ー 土製

計
材
品

測表
重量

としては加曽利

している。

点、磨製石斧 点

石 点、スクレイパ

式・

、

ー

磨石

点、

長 幅 厚 種
磨
別
石

図版

式土器が主体的で、

点、石皿 点、砥

礫 点、不明 点が

残り

石

出土

は少

点、

した

遺物番号 出土地点 石
ー 砂岩

材
単位（

重量

量である。土

石錐 点、石

。

） 単位（ ）

長 幅 厚

有舌
石
石
磨製
打製

尖頭器
鏃
鏃
石斧
石斧

ー ー 安山
ー ー 黒曜

ー 黒曜
ー 安山
ー 安山

岩
石
石
岩
岩

磨
磨
磨
石

石
石
石
皿

ー 砂岩
ー 花崗
ー 花崗
ー 安山

岩
岩
岩

1

2

3

4 1 （S=1：3） 

1：20 5cm

0 5cm 0 10cm1：3 1：4

5

6

7

8

1,3～7 
2 
8

C－028

C－031

（S=1：4） 
（S=1：3） 
（S=1：2） 

1（S=1：4） 

第64図　C－024・028・031

C－024

種別 図版 遺物番号 出土地点 石材 重量 長 幅 厚 種別 図版 遺物番号 出土地点 石材 重量 長 幅 厚
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（9C－75） 
1

（9C－75） 
2

3（9C－74） 

（9C－90c） 

4

（9C－90d） 

7

（9C－63） 

8

（10D－11a） 

6

（9D－10） 

5

（9C－72） 

9
（9C－65） 

10

（8D－2b） 

12

（9C－89） 

11

（9C－66） 

13

（8D－64） 

18（9C－67） 

15

（9C－90） 

16

（9C－90） 

17

（9C－66） 

（9C－89） 

14

（20,21） 

1：20 002cm 5cm 10cm1：3 1：4

（3,5,6,12～15,18） （1,2,4,7～11） 
（16,17,19） 

19

（8D－51a） 

20

（7D－37c） 

21

第65図　調査区　出土遺物 



第

第

立地

章

節

遺跡は

調査

急斜

の便

面の

宜上

中で

ムグリ遺跡

調査の概要

、貝殻塚遺跡の西側斜面部

地区を ・ 地区と

も谷津がさらに台地

分

を

割し

東に

に位置し、標高 を

ており、本報告にお

向かって浸食し、そ

いて

の結

もそ

果幾

測る台地縁辺と急傾斜地に立

の地区名を踏襲する

らか緩斜面を形成し

。

た場

・

所に

地する。発掘

地区はともに

当たる。

地

られ

その

ッド

とで

区

る窯

灰分

付近

ある

古墳

跡

布範

で確

。

地

遺物

区 地

の出土量

時代後期、平安時代

基・土壙 基・粘土

囲から多数の遺物が

認しているが、これ

区の北側に位置し約

が少なく時期決定は

の

採

出

は

住居

掘坑

土し

号

難しい

跡をそれぞれ 軒ず

基・溝 条・ピッ

ている。また調査段

窯の灰原と異なり、

にも満たない狭い調

が、調査区出土の土

つ、

ト群

階

鉄滓

奈良

を検

では、

を含

査区で、

器の年代

・平安時代に属する

出した。また 号窯

もう一つの灰の分

む全体に黒味を帯び

土壙 基・ピット群

から 地区の奈良・

製鉄

には

布を

た土

に関

灰原

層で

・溝 条

平安時代

係すると考え

が確認され、

・ グリ

あったとのこ

を検出した。

遺構とほぼ同

時期

地区

第

住居

の所

同様

表

跡
遺構

産と

、製

遺構

名

遺構名

窯跡

考えている。またこ

鉄に関する作業を行

一覧表

地区 遺構図

の

う

版

地区

際に

地区 遺構図版

は、多量の鉄滓・製

使用された可能性が

土壙
遺物図版

鉄炉

高い

遺構

壁片

。

名

溝跡
遺物図版

・

遺構名

、さらには鞴の羽口

地区 遺

等が

構図

出土

版

地区 遺

・

構図版

しており、

遺物図版

遺物図版

粘

号窯
号窯
号窯

遺構
土採

跡
跡
跡

名
掘抗

第 節

・
・
・

備考

号窯跡は からの

地区 遺構図

変更

版

地区 検出遺構・遺

ピット群

遺物図版

・

遺構
ピット
ピット

名
群
群

物

地区 遺構図版 遺物図版

住居

して

跡

いる

地

。出

斜面

炉壁

遺物

第

片・多量

は少

表

なく

古代

点の北側、台地縁辺

土遺物としては竈か

下の 号・ 号窯跡

の炭化物の流れ混み

、僅かに時期を窺い

住居跡計測表

部に

ら

付近

位置

検出

の検

が住居

知るこ

する。 ・ 地区で

された風字硯が注目

出である。 地区東

の上面を覆っており

との出来る鬼高期の

想

され

側

定さ

る。

斜面

、当住居

坏・甕を

れる製鉄関連の遺構

上部に想定される製

は製鉄関連遺構より

図示した。

のち

鉄炉

ょう

から

は年代的

ど中間に位置

の鉄滓・製鉄

に遡る。出土

住居番号 時期

平安時代
古墳時代

位置

ー
ー

主軸方位 規模（ ） 壁
主軸長 横軸長 最

高（
大

）
最小

柱穴 周溝

全周
全周



窯跡

号

もと

構築

ない

窯跡

、

もと

して

が、

西

縦軸長

傾斜

いる

窯本

体内

さら

部か

に灰

らは

原の

向き斜面の等高線

は 、残存高は

の緩やかな地点を選

。窯体内部の高さは

体の地山壁際の方に

に沿

ん

、

あ

って

で

でい

残存

った

僅かではあるが須恵

遺物すべてを合わせ

器

た

・瓦

重量

構築されており、

、窯体から突き出る

るが、更に斜面を削

している窯壁から推

と思われる。 号窯

窯体

焚口

り出

察

の前

床面

状の

し平

する

面に

片が出土し、灰原か

比で見ると、甕が

らは

パー

坏・

セン

の標高は を

横口が 箇所ある。

坦面を造成し、そこ

と 程度であろう

は斜面下の方向に灰

測る

本窯

に砂

。煙

原が

。窯

の構

質の

道は

扇状

甕類が多数出土して

ト・坏が パーセン

いる

トを

。

占め

体の横軸長は

築に際しては、

粘土で窯体を

検出されてい

に広がる。窯

号窯内や周辺、

、その他に瓦

片・

付近

り、

多く

ころ

蓋な

から

現在

認め

であ

どを

それ

の多

られ

るが

が、

群と

国内で検

の関連だ

僅かに含む。図示し

ぞれ出土した個体が

部田町の由来を考え

ない点、窯体から

、炭焼きと須恵器焼

出されている炭窯と

けで炭窯との安易な

た

接

る

つ

成

点

合し

上で

の横

とを

は規模

断定は

の瓦（ 号窯・ ）

ている。また窯前の

興味深い資料となる

口が突き出ている点

兼ねたものと理解し

や窯体構造（多くの

避けるべきであろう

につ

灰原

。覆

等の

てい

いて

から

土に

要素

る。

ものは半

。

は、 号窯内と灰原

出土した甕（ ）に

土器片を含んでいる

は、本窯の性格を考

突き出た横口は炭の

地下式か刳り抜き式

、さ

は

点、

える

掻き

らに

田部

窯体

上で

出し

）が異な

号窯の焚口

の刻書があ

内に炭化材が

非常に迷うと

口ともとれる

り、製鉄遺構

号

する

高は

体奥

主体

窯跡

。窯

の向

とし

体奥

を

かっ

た層

パ

号

ーセント

窯跡

号窯跡の南東方向に

壁から焚口までの長

測る。窯体内床面は

て右側にある。窯体

が認められた。遺物

位

さ

ほぼ

内

は

置し

は約

平坦

の地

焚口

、瓦が パーセント

号窯跡の北方向に隣

程度の

接する

、 と離れていな

で、窯体の幅は

で標高は を測

山壁はよく焼けてお

付近に集中しており

い。

奥の

り

り、

、窯

地下

広い

、焚

赤く

内か

比率であり、坏は細

ように位置する。立

片の他は

地・構造

式の構造で、窯本体

ところで 、中央

口から外へ向かって

変色していた。覆土

らは検出されなかっ

の主

部

立ち

の最

た。

軸は

で

上が

下層

器種

見られなかった。

等は 号窯と共通する。窯体

等高線に直交

程度、残存

る。煙道は窯

には炭化物を

としては甕が

奥壁から焚口

まで

炭化

出土

の長

を

物を

遺物

さは

測る

含ん

は瓦

土壙

んで

・溝跡

号土

おり

壙（

、そ

約 で、窯体の

。窯体内床面はほぼ

だ層が確認されてい

片のみである。

幅は

平坦

る

奥の

で標

が、

・ピット群・粘土採

）・ 号土壙（

の一部については分

掘坑

析

）は

を行

広いところで

高は を測り、

壁の被熱は認められ

、中

焚

ず、

央部

口か

窯と

切り合っており、

い、第 節に示した。

が古

で 程度、残存

ら外へ向かって立ち

して機能していたか

高は

上が

どう

最も

る。

かは

く が新しい。

には ではみら

とも

れな

に鉄

かっ

深いところで

覆土下層には

不明である。

滓を多量に含

た粒状滓が多

く認

代的

ずれ

る。

めら

に遡

も

号

れた

り得

号窯

土壙

ピッ

斜面

ト群が検

側は調査

。調査において 号

る窯跡並びに製鉄炉

跡の前庭部灰原下か

（ ）は、 グ

窯

の

ら

リ

跡よ

存在

検出

ッド

出されているが、そ

区域外の為、全体の

の組み

範囲は

りも古いと認識され

が想定される。 号

された。窯での作業

のややテラス状に削

合わせについては不

不明である。現段階

てい

土壙

に必

り出

る点

（

要な

され

明である

での長軸

を考慮すると、周辺

）と 号溝（

排水等の機能を持っ

た面に位置する。

。粘土採掘坑は調査

（南北ライン）で

には

）・

てい

号

号

たも

グリ

区の南端

を測る

窯跡よりも年

溝（ ）はい

のと想定され

ッドを中心に

に位置し、東

。



第 節 地区 検出遺構・遺物

土壙

調査

った

・溝

地点

区壁

から

跡

から

の土

で、

すで

まれ

に谷

てい

は埋

た。

・ピット群

は多量の鉄滓が、調

層断面図をみると、

土層でいうと ・

査

調

・

区の

査区

層

没しており、緩やか

また鉄滓の分布範囲

な

と

傾斜

重な

北側半分 ・

中央部分は窪んだよ

は遺構形成以前に自

うな

然埋

を

地形

没し

面地となっていたと

るように炭化物の濃

考え

密な

られ

分布

中心として集中的に

になっている。これ

た可能性が高い。従

検出

は小

って

され

規模

遺構

る。鉄滓の多くは、

も認められており、

表土

地

近く

区同

た。第 図の

な埋没谷があ

形成時点では

の土層中に含

様に 地区の

東側

布範

われ

の付

斜面

基の

囲と

た当

近に

上部

土壙

重な

時の

は東

ては

は平

鉄滓が大

安時代の

に製鉄炉本体の存在

はいずれも不定形を

るが、検出はその下

所産ではないかと推

側斜面上部から流れ

多数を占め、それら

土器片が検出されて

が

し

層

測

込

想定

てお

とな

され

んだ

鉄滓と

おり、

される。

り、出土遺物はない

る。 号土壙（

る。 グリッドに

と考えられる炉壁の

ともに炉壁や、鞴の

地区検出の遺構・

。

）の

大き

覆土

号溝

な破

羽口片も

遺物群の

・ を中心と

には炉壁片と焼土を

（ ）、ピット群

片が検出されている

認められた。またそ

年代と大きな隔たり

した

含ん

が位

。

鉄滓

でお

置す

区の

れ以外に

はない。

・炭化物の分

り、製鉄が行

る。ピット群

検出遺物とし

も調査区から

（注）本
を

第

遺跡
行う

表

から
こと

出土

器種名

坏

坏

坏

坏

は多量の鉄滓が検出・回収
は出来ず、特徴的なものの

遺物観察表

され
抽出

ており
・分析

法量（ ）重 さ層位 （ ） 口径 底径 器高
成形・

覆土上位

覆土中位 （ ）

床直

床直

底部
ケズリ
底部

ケズリ
底部

ズリ
底部

総量は数トンに及ぶとみ
を実施せざるを得なかっ

られ
た。

るが、

号窯
遺

調整手法 備考存
度

手持ちヘラ 甕
甕

手持ちヘラ 甕
甕

回転ヘラケ 甕
甕手持ちヘラ

跡

器種名

時間・労力上の制約によりすべての鉄

法量（ ）重 さ出土地点 （ ） 口径 底径 器高
成形・

焚口部 （ ）
焚口部
焚口部 （ ）
焚口部
焚口部
焚口部

・タ

・タ

滓の洗浄・計量等

遺
調整手法 備考存

度

タキ
貼付隆帯

タキ
道 刻書
刻書

坏

高
灰釉
甕
風

台付坏
陶器

字硯

長頸壺

土
土

号窯

器種

師器

名

坏
師器

跡灰
甕

原

床直

床直 （ ）（ ）
床直
床直
竈内 長 幅

法量（ ）重 さ

ケズリ
底部

ケズリ
り
貼付

・ヘ
最大高

層位 （ ） 長 幅
床直 （ ）
床直

法量（ ）重 さ

厚
成形・

ヘラケ
ヘラケ

手持ちヘラ
丸底部ヘラ切
丸

高台
自然釉付着 土壙

ラケズリ
墨の痕跡

甕
砥遺

器種

瓦
瓦

・溝

器種

石

名

跡

名

調整手法 備考存
度

ズリ・無彩
平ズリ

地区
遺

器種名

瓦

調

器種

査区出

名

重さ出土地点 長 幅（ ）
焚口部
焚口部

法量（ ）重 さ遺構名 （ ） 口径 底径
（ ）

長 幅

厚

器高

厚

成形・

凹面布目
凹面布目

成形・

？ タ

重さ遺構名 長 幅（ ）

土
法量（ ）重 さ出土地点

厚 成形・

凹面布目

成形・

調整手法 備考

凸面ケズリ
凸面ケズリ 号窯と

接合

遺
調整手法 備考存

度
タキ

砂岩製

調整手法 備考

凸面縄目

遺
調整手法 備考存

坏
坏
坏
坏
坏

坏

坏

器種名

坏
蓋

甕
甕
甕

出土地点 （ ） 口径 底径
灰原 （ ）
灰原 （ ）
灰原 （ ）
灰原 （ ）
灰原 （ ） （ ）

灰原 （ ） （ ）

灰原 （ ）

器高
成形・

底部
ケズリ
底部

ケズリ
・底

ケス
灰原
灰原

灰原 （ ）
灰原
灰原 （ ）

・底
・頂

（ ）

ケズリ
・タ
・タ
・タ

調整手法 備考存
度

丸
丸
平
平
平手持ちヘラ

地区
手持ちヘラ

部回転ヘラ
リ 坏

瓦
瓦
瓦
瓦
瓦

調

器種

査区出

名

部ヘラ切り
部回転ヘラ 坏

坏
タキ 高
タキ
タキ

台付坏

（ ） 長 幅

土
法量（ ）重 さ出土地点 （ ） 口径 底径

（ ） （ ）

厚

器高

凹面布目
凹面布目
凹面布目
凹面布目
凹面布目

成形・

底部

（ ）
（ ）
（ ）

ケズリ

・底
り
内面ミ

度
凸面ケズリ
凸面ケズリ
・凸面縄目
・凸面縄目
・凸面縄目

遺
調整手法 備考存

度
手持ちヘラ

内黒
部静止糸切 内黒

ガキ

甕

号窯

丸

跡

器種

瓦

名

灰原 （ ）

法量（ ）重 さ出土地点 （ ） 長 幅 厚

・タ

成形・

凹面布目

羽タキ 田部・
大 刻書 羽

遺
調整手法 備考存

度
凸面ケズリ

口
口

分析試料
分析試料

遺存度 （完形） （ 以上
成形調
） （

整手法の
以上）

はロクロ成形を表す
（ 以上） （ 以下）

























第 節 千葉市ムグリ遺跡出土製鉄遺物の分析・調査

．

千

はじ

葉県

めに

千葉

よび

依頼

砂鉄

があ

につ

った

市平和公園遺跡群ムグ

川

リ遺

いて、学術的な記録

。調査の観点として

と

、

今後

鉄滓

鉄テクノリサーチ株

跡（千葉市若葉区多

式会

岡原

部田

社

正

町）

の調査のための一環

の製鉄原料の推定、

とし

製鉄

て化

工程

分析・評価事業部

明・天辰 正義・小

から出土した製鉄関

埋蔵

川

連遺

文化

太一

物の

学成分分析を含む自

上の位置付け、観察

然科

上の

学的

特記

財調査研究室

・福田文二郎

鉄滓、羽口お

観点での調査

事項などを中

心に

．

調

資

調査

調査

査資

した

資料

料と

出
・

料

。その結果について

と調査項目

調査項目を以下の表

報告す

に示

土地区・遺構
グリッド名

資
寸法（長

る。

し、調査方法・試験

表 調査資料と

法は

調査
原

紙数

項目

料種別
さ 幅 厚さ）

重
素

材

のため省略。調査・

着 外 化

検討

組

結果

観 学量
磁
反 写 成

力 応 真 分

織

写

真

を以下に示す。

発 耐 粒

線 度
熱 火

回 分

折 量 度 布
ムグリ 粒状

ムグリ 粒

ムグリ

ムグリ

滓
（

状滓
（

粒状

粒状

流出
（
流出

ムグリ
（
鋳鉄
（

滓・粒状銑の混合物
、 点）

滓・異物の混合物
、 点）

滓 流出滓
）

滓 流出滓

鉄
滓

滓

滓

滓

鉄

）
片 鋳鉄片

）

稍
無

強
稍
無

強

弱 無

弱 無

強 有

ムグリ

ムグリ

ムグリ

ムグリ 鉄塊系

流出
（
粒状
（
鉄塊
（
鉄滓

ムグリ 鉄
（

塊系 鉄滓
（

滓 流出滓
）

滓 粒状鉄
、 点）

系 流出滓
）

（含鉄、炉内滓）

滓

鉄

滓

鉄
）

（含鉄、炉内滓）
）

滓
鉄
滓

弱 無

混
強
合

稍
無

強

強 有

強 有

遺跡周

ムグリ

ムグリ

ムグリ
号窯跡
ムグリ

（外

羽
（
羽

窯
（
炭化

号窯跡内
砂鉄

辺採取（磁選）

（ ・
砂鉄（

口 羽口
）

口 羽口
、内 ）

体 窯体
）

材 木炭

胎
土
胎
土
胎
土
木

）
赤目 真砂の範疇外）
（ ）

炭
鉱
石

弱 無

弱 無

稍
無

弱

無 無

強 無

註 名
種
成
資

称、資
別の項
分分析
料

料 と資料種別は、資
で 後は、検討結果で
は、 観察と
の は、 観察を

料の
ある

示す

記載
。
に

。

による。 反応はメタ

よる介在物の成分分析を

ルチ

行っ

ェッ

た。

カーによる金属検知反応。



．調査結果

（

本

様相

は、

フェ

）資

資料

の軽

粒状

ライ

料番

は、

量灰

銑の

ト

んだ穴）

資料

はさ

の

号 粒状滓

の

白色のものなど 点

組織である。黒色部

とセメンタイト

きれ

が収

分

粒状

いな

集さ

は、

び部分である。白色

（中）は、ガラス質

は

粒状

、銹

滓で

滓・粒状銑の混合物

球形をしたものから

れている。資料の総

芋虫状の片状黒鉛が

の共晶鉄 炭素化合物

、

重

析

）

突起

量

出して

が析

化したゲーサイト

ある。したがって、

（

こ

（

の資

のある楕円形のもの

である。 資料

いる。白色部分は

出していて、一部銹

や灰

の

パー

化し

汁が

（大）

ライ

てい

））が全面を覆って

料は、粒状滓と粒状

いる

銑の

もの

混合

発泡凝固した

と（小）写真

ト（ 、

る。赤色（凹

とみられる。

物（ 個）と

推定

（

資

点

顕

され

）資

料

が収

微鏡

る。

料番

と

集さ

組織

結晶

滓）

と短冊状

で、 製

号 粒状滓

同様、

れている。小鉄片が

写真の最前面に針状

のファイヤライト

錬の鉄源にはチタニ

銹

ま

粒状

の

化し

たは

（

ア系砂

滓・異物の混合物

球形をしたものから

て瘤を形成した様相

四角状に見えるチタ

）結晶

鉄が使用された可能

、突

のも

ン鉄

起の

のな

酸化

が観察

性が高い

ある楕円形のもの、

ども含まれる。総重

物のイルメナイト

される。本資料は、

、と推定される。な

気泡

量は

（

痕の

砂鉄系

お、異物

あるものなど、

である。

）

製錬滓（粒状

として植物の

種子

（

本

面の

スピ

状の

）資

資料

一部

ネル

もの

料番

は、

や凹

（

鉄（

中成

）結晶が

分の

）

指標

が見られた。

号 流出滓

長さ 幅

部に茶色の水酸化鉄が

）

流出

厚さ

発生

結晶

観察される。 線

に対して、

となる造滓成分（

回折・顕

と の

滓

で、総重量は

している。顕微鏡ミ

と樹枝状のウスタイ

クロ

ト

で

組織

（

微鏡組織と一致して

比率は、 で、

いる。

平衡状

ある。割欠面が三方

写真の前面に大きく

）および

にあ

四角

大

る黒

状に

きな

化学成分の分析結果

態図からウスタイト

）は である。砂

（表 ）

の存

鉄原

在領

料に

色溶融滓で破

見えるウルボ

白点の鉄（

によると、全

域に近い。滓

含まれていた

と考

示す

図

系製

えら

。図

では

錬滓

れる

に

、鉱

（流

（

本

様相

）資料番

資料

を見

は、

せる

チタニアを 含

は、全鉄と造滓成分

石系製錬滓グループ

出滓）で、 鉄源に

有す

の

と

は

る。

関係

砂鉄

中程

号 流出滓

長さ 幅

くねくねとした初期

流出

流

厚さ

出滓

一方、製造工程の位

を示す。本資料は、

系製錬滓グループの

度含有のチタニア系

置

図

中間

砂鉄

づけ

では

位置

が使

滓

で、総重量

資料にみえる。先端部に

であ

は気

として、図 に、全

、砂鉄系製錬滓グル

に属する。したがっ

用された可能性が高

鉄と

ープ

て、

い、

チタ

の範

本資

と推

る。 位のチュ

泡痕が多い。全体に

ーブ

薄く

から

水酸

ニアの関係を

囲に属する。

料は、 砂鉄

定される。

絞り出された

化鉄が付着し

てい

四角

全鉄

分は

るが

形状

、土

がや

に

と

し

には

（

たがって

チタ

）資

ニア

料番

砂等の付着も無く清

や崩れた短冊形状を

対して、 と

高い。砂鉄原料に含

浄

し

の

まれ

な資

たフ

比率

てい

、本資料は、 砂鉄

を中程度含有する砂

号 鋳鉄片

系製錬

鉄が使

鋳鉄

料である。顕微鏡組

ァイヤライト結晶が

は、 で、平衡

たと考えられるチタ

の流出滓で、 製錬

用されたと、推定さ

片

織写

観察

状

ニ

真前

され

態図

アを

過程で炉

れる。

面に羊歯状のウスタ

る。化学成分分析の

からウスタイトの存

含有する。図

材に融着し、流出し

イト

結果

在領

と

およ

（表

域に

図

た可能性

び写真背面に

）によると、

近い。造滓成

を参照。

が高い。鉄源

本

く覆

てい

資料

われ

る。

は、

銹の

長さ 幅

剥離部は黒色に銹化し

厚さ

てい

で、総重量

る。湾曲箇所は無く偏平

であ

で鉄

る。銹化が著しく、

鋳物の破片状を呈す

茶褐

。割

色の

欠面

水酸化鉄に厚

は鋭角になっ



顕微鏡組織写真は全体的には共析鋼の空冷組織を呈している。すなわち、黒色のパーライトから白色のフェラ

イト

凝固

（ ％

在物

（

が析

組織

）

や鋳

）資

出し

は観

近傍

鉄組

料番

本資料

程

は、

度で

ている。一方、鉄中

察されていない。し

までに炭素濃度が

織は観察されなかっ

号 流出滓

の

た

低下

た

炭素

がっ

した

。し

流出

長さ 幅

折れている。破面には気

厚さ

泡の

含有量が ％で、亜

て、共晶鋳鉄が熱処

鋳鉄片と推察される

たがって、本資料は

滓

共

理を

。

、亜

晶組

経て

共晶

、総重量

空孔が多いが土砂が

であ

詰

る。

まっ

成の鋳鉄である。し

、鋳物中の炭素が一

観察写真には鉄酸化

組成（約 ％ ）の

かし

部脱

物

鋳鉄

、典

炭さ

（さび

片、

溶岩流の先端部のよ

ていない。薄く水酸

う

化鉄

に褶

が付

型的な鋳鉄の

れて、亜共晶

）以外に、介

と推定される。

曲した資料で、

いているのみ

であ

大き

と、

砂鉄

砂

る。

な白

全鉄

原料

鉄系

顕微

点の

に含

製錬

（

本

）資料番

資料は、

鏡ミクロ組織写真の

鉄結晶が観察される

に対して、

まれていたと考えら

滓（流出滓）で、 鉄

号 粒状滓

いずれも 前後

前

。

と

れ

源

面に

線

の

るチ

には

粒状

の粒の

大きく四角状に見え

回折と顕微鏡組織は

比率は、

タニアを 含有す

中程度含有のチタニ

鉄

比較的揃った粒状資

るウ

一致

で

る

ア系

ルボ

して

、平

。（図

砂鉄

料 点が

スピネル結晶と樹枝

いる。化学成分分析

衡状態図からウスタ

と図 を参照）。

が使用された可能性

状の

の結

イト

した

が高

ウス

果

の存

がっ

い、

採取されている。総重量

タイトおよび

（表 ）による

在領域に近い。

て、本資料は、

と推定される。

である。うち

点

デブ

（

イト

し

に

ライ

％）

組織

たが

反

ト組

から

（黒

って

（

本

鉄滓

）資料番

資料

であ

は、

る。

応があり、製錬時に

織（白色のセメンタ

亜共晶（ ％）

色）が粒界を構成し

、本資料は、炭素濃

生

イ

が観

て

度

成さ

トと

察さ

いる

の高

号 鉄塊系

長さ 幅

一部に黒褐色の水酸

流出

化

厚さ

鉄瘤

れる 玉（ケラダマ

黒色のパーライト）

れた。一方、下に示

組織が観察された。

い鋳鉄と極低炭素の

滓

で、総重量

があるが、 反応は

）の

が

し

鉄を

可能

平行

た写

混合

無

であ

い。

性もある。顕微鏡組

配列や樹枝状配列を

真には、フェライト

している粒状鉄、と

織写

示す

組織

推定

真

。炭

（白

され

る。割欠面の多いご

気泡跡には砂礫と水

ろっ

酸化

とし

鉄が

（上）は、レー

素濃度は共晶

色）にパーラ

る。

た気泡の多い

詰まっており

重量

状の

アを

感の

ファ

と

ある

イヤ

含

程度

（

本

含有のチ

）資

資料

料番

は、

資料である。顕微鏡

ライト、僅かに樹

の比率は、 で

有する。図 と図

組

枝状

、

を参

織写

のウ

平衡

照。

タニア系砂鉄が使用

号 鉄塊系

長さ 幅

された

鉄滓

厚さ

真の前面に大きく四

スタイト結晶が観

状態図からウスタイ

したがって、本資料

可能性が高い、と推

（含鉄、炉内滓）

で、総重量

角状

察さ

トの

は

に見

れ

存在

、

定される

で

えるウルボスピネル

る。化学成分では、

領域に近い。造滓成

砂鉄系製錬滓（流出

。

ある。下部に丸く突

結晶

全鉄

分

滓）

とそ

は

で、

出した椀

の背面に短冊

に対して、

で、チタニ

鉄源には中

形滓状資料。

表面

する

ーラ

に見

は凹

。下

イト

える

凸が

部は

が析

ウル

る。

領域

砂鉄

化学成分

に近

系製

い。

錬滓

激しく黒褐色に濡れ

砂礫や水酸化鉄の固

出していて、加工・

ボスピネル結晶とそ

た

着

鍛

の

感じ

が多

造の

背面

では、全鉄 に

造滓成分は で

（含鉄、炉内滓）で

対して、

、

、

チタ

鉄

の部分に 反応が

い。鉄部分の顕微鏡

履歴は観察されない

に短冊状のファイヤ

ある

組織

。滓

ライ

。ま

写真

部分

ト、

と の比率

ニアを 含有する

源には中程度含有の

は、

。

チタ

図

ニア

た割れも観察され、

には、芋状で白色の

の顕微鏡組織写真の

僅かに樹枝状のウス

で、平衡状態図

と図 を参照。した

系砂鉄が使用された

銹化

フェ

前面

タイ

進行

ライ

には

ト結

からウス

がっ

可能

て、

性が

中の様相を呈

トと黒色のパ

大きく四角状

晶が観察され

タイトの存在

本資料は、

高い、と推定

され

（

本

る。

）資

資料

料番

は、

号 鉄塊系

長さ 幅

鉄

厚さ

滓（含鉄、炉内滓）

、全体に 反応があり、着磁力も強い。総重量 である。



割欠面は二面あるが、表面の黒褐色部は銹化進行中の様相を呈する。橙色の水酸化鉄部や下部の砂礫の詰まった

空孔

写真

滓部

ァイ

化学

部近

には

分の

ヤラ

成分

傍も

、白

顕微

イト

では

に近

製錬

い。

滓

造滓

（含鉄

反応がある。中

色の粗大な（

鏡組織写真の前面に

結晶が観察される。

、全鉄 に対し

央

多

こ

て、

から

）

角形

の鉄

成分を 、チタ

、炉内滓）で、 鉄

ニ

源

アを

には

切断した断面にはメ

フェライト粒子のみ

状の粗大な（

滓資料の中心部に球

と の比率は、

タル

が

形の

の凝

観察

）

鉄粒

含有する。図

中程度含有のチタニ

と

ア系

図

砂鉄

集模様が観察される

され、加工・鍛造の

ウルボスピネル結晶

子が凝集し、フェラ

で、平衡状態図から

。鉄

履歴

とそ

イト

ウス

部分

は観

の背

結晶

タイ

を参照。したがって

が使用された可能性

、本

が高

資料

い、

の顕微鏡組織

察されない。

面に平滑なフ

が観察される。

トの存在領域

は、 砂鉄系

と推定される。

（

本

た羽

胎

通常

）資

資料

口先

土成

の粘

料番

は、

端資

分分

土に

い温

料の

度が得ら

値

号 羽口

長さ 幅

料である。内径孔は

析結果（表 ）では

おける約 ％よ

れた。産地推定の検

と 値を公知の

羽

、

り

口

厚

、

シリ

もや

討は三

須恵器

さ で、総重量

推定外径は 程

カ（ ）が ％で

や高く、耐火度には
）辻利一 の方法を利用

、土器等の 値

は

度

、耐

有利

であ

火度

であ

して行

と

である。黒色発泡し

り、資料 と類似

を向上させるアルミ

る。耐火度の測定結

った。蛍光 線の分
）値 と比較した（図

たガ

し

ナ（

果

ラス

てい

、

析結果を

）。本

質滓が溶着し

る。

）も ％で、

とやや高

用いて、本資

資料は三辻ら

の分

にも

を使

し

使用

類し

一致

用し

たが

でき

たグ

して

た可

って

、

（

本

付着

）資料番

資料

滓に

は、

は木

ループ（大阪陶群、

いない。地元近隣の

能性が高い。

、本資料は、 耐火

その胎土は地元近隣

陸

胎

度

に

前群

土分

が約

位置

号 羽口

外径

炭繊維痕が多数観察

羽口

、

さ

長さ

れる

、美濃須衛群、出雲

析データがないので

と得られ、高

する粘土を使用した

伯

明確

温

可能

耆群

な断

での

性が

、内径孔

。羽口の中央孔は偏

の

芯し

大型

てお

、筑紫群、中部地方

定はできないが、地

製鉄用の羽口粘土の

高い、と推定される

グル

元近

耐火

。

ープ

隣に

度と

羽口先端部資料。総

り灰色の粘土を挟ん

重

で三

量は

層に

等）のいずれ

位置する粘土

しては十分に

である。

なっているが、

外径

胎

アル

三辻

土成

ミナ

ら

程

分で

（
）の分

析デ

し

使用

ータがな

たが

でき

って

、

度の羽口の径合わせ

は、シリカ（ ）が

）も ％で、耐

類したグループの中

の

火度

で

ため

％

は普

、陸

いので明確な断定は

、本資料は、 耐火

その胎土は地元近隣

できな

度

で

が約

特別

に粘土を詰めたよう

で、通常の粘土（約

通である。耐火度の

前群、出雲 伯耆群、

いが、地元近隣で特

と得られ、高

な粘土を使用した可

にも

％

測

筑

見え

程度

定結果

紫群

別な粘土

温

能性

での

が高

る。

）よりもやや高めで

、 と得られ

に含まれる位置にあ

を使用した可能性が

製鉄用の羽口粘土の

い、と推定される。

、耐

た。

る。

火度

産地

地元

高い。

耐火度と

を向上させる

推定の検討は

近隣の胎土分

しては十分に

（

本

して

した

）資

資料

おり

グル

料番

は、

砂質

ープ

元近

し

用で

隣に位置

たが

き、

って

そ

号 窯体

長さ 幅

の素材は触るとさく

のいずれにも一致し

さ

て

窯体

厚さ

くと

いな

する粘土を使用した

、本資料は、 耐火

の胎土は地元近隣に

可能性

度

位

が

置す

、他 点の資料

崩れていく感じであ

い。地元近隣の胎土

で

る。

分析

、総

図

デー

が高い。

と得られ、高温

る粘土を使用した可

で

能性

使用

が高

重量は である

の解析結果から、本

タがないので明確な

。表

資料

断定

面に

は三

はで

される窯構築材の耐

い、と推定される。

火度とし

植物痕が残存
）辻ら の分類

きないが、地

ては十分に使

（

本

鍛冶

）資

資料

に使

料番

は、

用さ

号 炭化材

長径 程度の炭

れたものであろう

を

。木

木

小割

炭の

炭

にし、長さ

工業分析結果を表

で

に示

砂礫

す。

に覆われている。サ

資料の木口（ 断

イズ

面方

から

向）

見て、製鉄や

の網目構造を



観察した。大きな導管の径は約 と大きく、小導管の径は約 と細かいので、木炭樹種同

定に

は、

され

（

本

関す

発

る。

）資

資料

る文

熱量

料番

は、

びて

で

いる

ある

。

）献 を参考にすれば

と得ら

号 砂鉄

遺跡周辺に層状に分

、木

れ

砂

布

炭の

た。

鉄

して

。砂鉄の平均粒度は、

樹種はコナラあるい

発熱量がやや低い木

（真砂、赤目の範疇外

いる。磁選により採

は

炭

）

取さ

クヌ

であ

れた

と得られた。顕微鏡組織は

ギと推定されるが、

る。 樹種はコナラ

ため純度・粒径が揃

明確

ある

った

では

いは

資料

、外観写真のように、断面形

ない。本資料

クヌギと推定

で、総重量は

状は丸みを帯

化

のマ

ら、

砂鉄

目・

学成

グネ

化学

に分

真砂

分分

タイ

成分

類で

の定

し

れて

たがって

いる。

析の結果（表 ）に

ト領域に相当する。

（チタニア、全鉄お

きるが、赤目・真砂

義が解明されていな

、本資料は、 砂鉄

本資料の粒度は

よ

造

よ

の

い

ると

滓成

び酸

分類

ので

の範疇

と求め

、全鉄 に対し

分は で、チタニ

化マンガン）との関

（範疇）から外れて

、確実な推定はでき

に分類できるが、砂

られた。やや細かい

て、

アを

係を

いる

ない

図

。た

。

鉄製錬で

粒度の

と の比率は、

含有する。これま

に示す。本資料は、

だし、これまでの報

高級な製鉄原料とさ

砂鉄である。

でに

中程

告に

で

報告

度含

おい

れる真砂

、平衡状態図

された資料か

有チタニアの

て、砂鉄の赤

の分類から外

．

資

．

まと

料の

資料

れる

炭素

め

調査

。資

濃度

．資料

発原

は

料に

結果および考察結果

、 と

料 は、砂鉄系

の高い鉄（鋳鉄）と

を

は、

製

極

以上

粒状

錬滓

低炭

、 と

鉄滓で、滓中に鉄を

は中程度含有のチタ

は、それ

含有

ニ

して

ア系

に述べた、それらの

遺物である。資料

（粒状滓）と異物（

素の鉄（鋼）が混合

結果

植物

して

を以

は

の種

いる

ぞれ流出滓で、製錬

いる。上記資料は、

砂鉄が使用された可

過程で

鉄

能性

滓の

が高

下にまとめる。

粒状滓と粒状銑の混

子）の混合物と推定

粒状鉄である。

合物

さ

（

れる。

炉外へ流出したと推

化学分析・顕微鏡組

い。

定される

織観察か

個）と推定さ

資料 は、

。資料 と

ら鉄製錬の始

．

．

資料

資料

た。

高温で

資料

隣で

資料

は特

．

は、亜共晶組成（

は、窯体・羽

の製鉄用の羽口粘土

約

口

、

％ ）

の一

また

と は、地

別な粘土を使用した

は、発熱量

元近隣に

可能性

の鋳鉄片と推定され

部であり、それぞれ

は窯構築材の耐火度

る

耐火

とし

。

度は

ては

位置する粘土を使用

が高いと推定される

の木炭で、その樹種

した可

。

はコナラ

、 、

十分に使用できるも

、

のと推定

能性が高い。一方、

またはクヌギと推定

資料

されるが

と測定され

される。

は、地元近

明確ではない。

．

．

）窪

）た

資料

砂
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．分析結果

鉄滓資料の化学成分分析

表 千葉市ムグリ遺跡出土鉄滓の化学成分分析結果（ ）

比率
造滓

（％）
成分％

資料 の化学成分分析

表 千葉市ムグリ遺跡出土鋳鉄片の化学成

化合水、造滓成分

分分析結果（ ）

胎土の耐火度試験

表 千葉市ムグリ遺跡出土羽口・窯体の胎土分析結果（％）および耐火度（ ）
耐火度測定

（ ）

胎

羽

羽

窯

土の

口

口

体

産地

表
標

推定分析（蛍光 線分析）

胎土中の特定元素
準資料 に対する元素比

の存在

木炭資料（

比 表
元素存在比

千葉市

灰分

）の工業分析

ムグリ遺跡出土炭化
揮発 固定

水分
分 炭素

木の工業分析結果（ ）
発 熱 量

（ ）

砂鉄資料（ ）の化学成分分析

表 千葉市ムグリ遺跡砂鉄の化学成分分析結果（ ）
比率（％）
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50μm
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50μm200μm

200μm

200μm

ムグリ遺跡遺物資料（No.1　粒状銑・大）の外観写真と顕微鏡組織写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.1　粒状銑・中）の外観写真と顕微鏡組織写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.1　粒状銑・小）の外観写真と顕微鏡組織写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.2　粒状滓）の外観写真と顕微鏡組織写真 



  

 200μm 50μm 

 200μm 50μm 

  

ムグリ遺跡遺物資料（No.3　流出滓）の外観写真と顕微鏡組織写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.4　流出滓）の外観写真と顕微鏡組織写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.5　銑鉄片）の外観写真と顕微鏡組織写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.6　流出滓）の外観写真と顕微鏡組織写真 

100μm 25μm

200μm 50μm



ムグリ遺跡遺物資料（No.7　粒状鉄）の外観写真と顕微鏡組織写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.8　流出滓）の外観写真と顕微鏡組織写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.9　鉄滓、含鉄）の外観写真と顕微鏡組織写真 

100μm 25μm

200μm

100μm 100μm

50μm



ムグリ遺跡遺物資料（No.10　銑滓・含鉄）の外観写真と顕微鏡組織写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.11　羽口）の外観写真と顕微鏡組織写真 

資料 No.13　窯体の外観写真 資料 No.14　木炭の外観写真 資料 No.12　羽口の外観写真 

ムグリ遺跡遺物資料（No.15　砂鉄）の外観写真と顕微鏡組織写真 

100μm 100μm

200μm 50μm

200μm

200μm
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第

多

節

部田

の計

石器

測を

剥

第 章

調

貝塚

行い

片・

査区出土縄文

および貝殻塚遺跡の

時

調

代

分布状況を捉えた。

石核は総計で 点を数

まとめ

遺

査区

える

物の時期別分

から出土した縄文時

布状

代遺

。貝層北側部分・貝殻

況

物を

塚遺

、小グリッド単位で時期

跡調査区南側部分の主に

別に

地

分類し、重量

点で、それぞ

早期

痕文

前期

式土

集

系土

多

器が

地点

中期

から

両

れ数百点

中地

器の

部田

出土

浮島

遺跡

に上

点は多部田貝塚の貝

みだが、貝殻塚遺跡

貝塚では貝層北側の

している。貝殻塚遺

式土器が出土してい

とも阿玉台式土器か

層

で

跡

る

ら

る集中が認められる。

北側

は撚

では

。両

加曽

中・

と貝殻塚遺跡の

糸文系土器と条痕文

グリッドから浮島式

グリッド周辺

遺跡とも出土量は少

利 式期にかけて

・

系土

土

から

器

ない

の土

後期の所産であると考え

器の

が

黒浜

。

器の

られ

グリッドに認めら

両者が出土している

出土し、 ・

式土器が、古代住居

出土が認められる。

れる

。

グリ

跡

多部

る。

。多

ッド

田貝

部田貝塚は条

周辺から黒浜

を中心とした

塚では主体と

期と

とは

後期

式

一致

とも

遺

期の

いて

晩期

和

は

遺

年に

なるのは

する

に多

物分

土器

グ

物の

武田

加曽

。貝殻塚遺跡では調

く認められた。また

布の主体は多部田貝

であり、明確な住居

査

北

塚

跡

リッドに集中が認め

集中は多部田貝塚の

宗久氏により確認さ

ら

貝

れ

利 ・ 式土器であ

区南

側の

の貝

が存

れる

層北

てい

り、

半分に出土が偏る傾

グリッドから連

層北側および東側周

在する称名寺式土器

向に

弧文

辺に

及び

のみで、堀之内式期

側部分に認められる

る。今回の調査では

の

他は

、安

阿玉台式土器の出土は少

あり

土器

移行

堀之

ない

行

ない

、阿玉台式土器と加

が 個体出土してい

し、主体をなすのは

内式土器の出土は少

周辺からの出土は少

。貝塚から晩期の土

式期から千網式期

曽利

る

加曽

ない

ない

器が

の土

。これらの遺物の分布は

。

利

。貝

。

出土

器が

住居

式・ 式土器

式期から安行

殻塚遺跡にお

することは昭

出土している

跡の分布・時

が、

第 表
グリッド名 早期 前

量的

貝殻
期 中

には

塚遺
期 後期

少ない。貝殻塚遺跡

跡 調査区出土遺物
晩期 不明 グリッド名 早期 前期 中期 後

か

計
期 晩期

らは

量表
不明 グリ

晩期最終末の荒海式

単位（

ッド名 早期 前期 中期 後期 晩期 不明

土器

）

グリッ

が出

ド名 剥

土しているのみであ

剥片
片 石核 打斧 磨斧 磨石 石皿

石核

る。

砥石 石錐

単位（点）
スクレ

石鏃 尖頭器 凹石 礫 不明
イパー

小 計

小計



グリッド名 早期前期中期 後

第 表 多部田
期 晩期 不明 グリッド名 早期前期中期 後期 晩期 不明

貝塚 調査区出土遺物計量表 単位（

グリッド名 早期前期中期 後期 晩期 不明

）

グリッド名 剥 剥片片 石核 打斧 磨斧 磨石 敲石 石皿 石錐石核

単位（点）

石鏃 凹石 砥石 石剣 石棒 軽石 不明

混入
混入
混入

小 計

土器

遺 跡

貝殻塚遺跡

早

多部田貝

総 計

塚

期

石器

第 表 多部田

前期 中期 後期 晩期

貝塚・貝殻塚遺跡調査区出土

不明 小計

小

混
混
計

（単位 ）

入
入

遺物の総計

遺

貝殻塚遺

多部田貝

総

跡

跡

塚

計

剥片 石核 剥片 石核 打斧 磨斧 磨石 敲石 石皿 砥石 石錐 石鏃 尖頭器 凹石 スクレイパー 礫 石剣 石棒 軽石 不明 合計

（単位 点）

0% 0%

8%

1%

8%

1%

70%

21%
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1%

85%
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第 節 古墳時代後期における住居跡出土遺物の統計的分析

今

タに

れる

での

回の

つい

遺物

一括

整理

ては

をす

遺物

基づ

げる

き、

。

多部

作業では、全時代の

、各節において表記

べて対象（縄文土器

性を保証するもので

各

し

・

は

遺物

た。

奈良

ない

田貝塚と貝殻塚遺跡の古墳

に対し、属性に基づ

ここでは調査時点に

平安時代の土器等、

ことを明記しておき

き重

おい

明ら

たい

量を

て古

かな
（注）

時代住居跡から出土した遺物

基本とした統計処理

墳時代の 住居跡と

混入遺物は除く）と

。予め設定してあっ

を行

判断

して

た統

った

した

おり

計的

（特に土師器を中心とする）

。遺構のデー

遺構内に含ま

、厳密な意味

な分析項目に

を主に取り上

出土

総

と想

跡

の有

遺物

量に

定し

無以

の

つい

てい

は火

外の

面積

面積

が約

に比例す

総量

ては、当初火災住居

た。しかし火災住居

災住居ではないと考

点では、住居の規模

以上を有すること

る訳ではない。これ

で

と

え

が

あれ

思わ

られ

遺物

から 軒

らの現

ば什器類の捨て置き

れる多部田貝塚

るにもかかわらず、

の総重量に比例する

中出土量が最も多い

象については様々な

が多

の

遺物

と考

く、

遺物

量は

えて

点は頷

要因が考

遺物量も非火災住居

量が 軒中で最も少

他の火災住居をはる

いた。多部田貝塚

けたが、それ以外の

えられるが、統計的

に比

なく

かに

べ、

、反

上回

は

住居につ

なデータ

多いであろう

対に貝殻塚遺

る。また火災

四方で床

いて必ずしも

からは有効な

判断

製品

全

土製

に占

材料

別の

体の

品の

める

を得

比

平均

大半

割り

比較

土師

供

すると、

器器

膳具

種

とし

ることは出来なかっ

率

値では、土器が約

は支脚である。石製

合いは微量の為、対

た

％

品

象

。

を占

・鉄

外と

徐々に増加してゆく

別比率

ての坏類が ％程度

傾向が

、煮沸

め、残り ％を土製

製品はともに少量で

しているが、古墳時

品、

皆無

代以

そし

の住

降の

数値的に捉えられる

具としての甕・甑が

可能性が

％の比

て石製品が ％、鉄

居跡も少なくない。

奈良・平安時代の住

製品

鉄製

居跡

が

品に

と重

ある。

率となる。これは 者の 個

％以下となる。

ついては全体

量・数量面で

体の重量差を

考慮

塚

土師

坏

する

器坏

に限

必要

だけ

の

って

坏、

もつ

が、

貝殻塚

一群

赤彩

に括

土器

があり、坏 甕

は重量比率上でも坏

塗彩比率

見ると全体では ％

も

類

以

しく

が甕

上が

の坏を除外す

られる。このタイプ

が主流の中にあって

ると、

の

、

坏に

極め

はそれ以上は確実で

類を上回っている。

赤彩で占められる。

ある

また

から

無彩

在地系とは異なる胎

ついてはこれまでも

て特異な存在であり

土で、製

各報

、こ

告書

こで

、個体数としては逆

である坏は、貝殻塚

作・器形の点からも

で取り上げられ注意

取り上げたような坏

転する。

明らか共

が喚

全体

起さ

の中

なお多部田貝

の手捏ね風の

通した個性を

れてきている

での塗彩比率

とい

土師

土

師器

った

器の

師器

の器

観点

塗

の塗

種比

この

の比

土師器の

率は高ま

からも追跡されるべ

彩比率

彩（ここでは赤彩）

率の ％を占めてい

き

は

る

と考

、坏

こと

塗彩という観点は、

ってくるのではない

古墳時

だろう

える。

・高坏・壺に限られ

から、全体で見れば

た現

赤彩

象で

土器

代の後期以前との比

か。

較が重要

ある。したがって当

％、無彩土器 ％

然無

とい

彩で

う結

になってくると思われ、古い

ある甕類が土

果になった。

ほど赤彩土器

（注）この

なお

られ

よう

古墳

統計

な手法のスタンスについ

時代の住居跡は 軒で

的な分析においては有効

て

ある

で

は、同

が、

はない

様の分析を行った 海

貝殻塚遺跡の につ

と判断し除外している

老遺

い

。

跡ー

ては極

平成 年度調査報告書ー

端に遺物が少なく、発掘調

（

査上

）で触れている。

の問題等も考え
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A-005　遺物・炭化材検出状況 A-005　全景 

平成５年度調査区② 

A-001　全景 



A-016 炭化材検出状況 A-016 全景 

A-018　全景 A-018　掘り方 

A-017　全景 

A-020　全景 A-020　竈 

写真図版３ 多部田貝塚 

A-017　掘り方 



A-004 遺物・炭化材検出状況 A-004 全景 

写真図版４ 貝殻塚遺跡 

A-001 全景 A-001 竈遺物出土状況 

A-003 遺物・炭化材検出状況 A-003 全景 

A-002 全景 A-008 全景 



A-006 遺物・炭化材検出状況 A-006 全景 

A-009 遺物・炭化材検出状況 A-009 全景 

A-010 遺物・炭化材検出状況 A-010 全景 

写真図版５ 貝殻塚遺跡 

A-005　掘り方 A-005 全景 



A-001 全景 A-001　竈遺物出土状況 

１号窯跡　調査風景 粘土採掘坑 

A-002　全景 

Ａ地区　遠景 Ｂ地区　遠景 

ムグリ遺跡 写真図版６ 

C-002・003
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縄文時代住居跡 出土遺物① 

多部田貝塚 写真図版7
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A-021

A-012

縄文時代住居跡 出土遺物② 

多部田貝塚 写真図版8
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調査区 出土遺物① 

多部田貝塚 写真図版9
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調査区 出土遺物② 

多部田貝塚 写真図版10
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調査区  
出土遺物 

貝殻塚遺跡 写真図版11
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多部田貝塚・貝殻塚遺跡 写真図版12

古墳時代　出土遺物① 

多部田A002-3 多部田A005-2 多部田A005-3
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多部田貝塚・貝殻塚遺跡 写真図版13
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多部田貝塚 写真図版14
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貝殻塚遺跡 写真図版15

古墳時代　出土遺物④ 
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ムグリ遺跡 出土遺物 

ムグリ遺跡 写真図版17
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